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はじがき

平成 13年度の水稲直播栽培面積は 10,059 haと 、漸 く1万 haに達 しました。

全稲作面積に占める直播面積の比 (普及率)は 0.59%で、乾田直播が 4,525h

a、 湛水直播が 5,534 haで した。

水稲直播栽培面積は昭和 49年度 (55,280 ha、 普及率 2.07%)を ピークと

して年々減少 し、平成 5年度には 7,185 ha(普及率 0.34%)ま で落ち込みま

した。平成 13年度の直播は、栽培面積で昭和 62年度、普及率で 58年度 と、

約 16年前の状態まで復活 したことになります。まだ最盛期までには遠 く及びま

せんが、平成 13年度の前年比の伸びは 13%(湛 水直播は 23%)で あり、落

水出芽など直播栽培技術や播種機の普及の動きをみると、まだ相当に伸びるもの

と思われます。

水稲直播研究会では、東北地区 (福 島県)と 関東・ 東山地区 (長野県)で現地

検討会を開催 し、水稲直播の諸問題について検討を行いました。とくに福島県で

開催 した現地検討会では、播種作業の成否がその後の生育に大きく影響すること

か ら、播種作業 も検討会の行事 としました。その際の関係会員の皆様のご協力に

厚 くお礼申しあげます。

両県の関係者のご協力を得て、検討会の内容を本会誌に掲載 しました。現地検

討会の開催と取 りまとめにご尽力頂いた両県の皆様に、厚 くお礼申しあげます。

平成 13年 11月

水稲直播研究会

会長 井上喬二郎
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B 平成13年度第 1回現地検討会 (東北地区 )

従来の現地検討会は、検討会の開催に先立ち、当該地区での水稲直播栽培圃場の調査を

行い、関係機関と相談の上、既に或る程度の生育に達した圃場を現地検討会の場に決定し

た。しかし、種子予措・ コーティングを含め播種作業の適否が、その後の稲の生育に大き

く影響することから、この第 1回現地検討会では播種作業も現地検討会の行事とした。

1 翻催時期

播種作業 :平成 13年 4月 27日・ 5月 2日・ 5月 6日

室内検討会 :平成 13年 7月 12日

現地視察 :平成 13年 7月 13日

2開催場所

播種作業 :郡山市日和田西部地区JA支店倉庫及び直播団地

室内検討会 :福島県郡山市熱海町 ホテル華の湯会議室

現地視察 :福島県郡山市日和田西部地区直播団地及び福島県農業試験場

3日時と内害

○鰹饉壁富艶

作業区分 実施期 日 実施場所 供試 (実演)機械

3-74:// 4月 27日 JA日 和田支店倉庫 自ヨ助コ‐ティンク
゛
マシン (ヤンマ_)

30kg用 コ‐ティングマシン (啓文社 )

播種 (その 1) 5月  2日 郡山市日和田圃場 高精度条播機 :10条 (タホリ)

同 上  :8条 (ヤンマ_)

播種 (そ の 2) 5月  6日 同   上 高精度条播機 :8条
打込み点播機 :8条

同 上  :8条

イセキ

イセキ
ササキ

)

)

)

作業 (実演)の内容 参 集 者

ヤンマーによる機械の解説と直播研究会岡村委員
による作業指導、日和田組合員・普及員などの実習

福島県水田振興課・水稲直播
研究会など  約 30名

クボタ・ヤンマー両社による機械の説明
1枚 50aの 圃場での播種の実演

同 上

約 30名

イセキ・ササキ両社による機械の説明
1枚 50aの 回場での播種の実演

郡山市農業センター・水稲直播
研究会など

約 15名

○ 7月 12日  室内検討会 13.30～ 17.00

ヽ

_ヽ
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1)挨 拶

(1)水 稲直播研究会会長        井上喬二郎

(2)農 林水産省生産局農産振興課稲係長 石田大喜

(3)福 島県農林水産部次長       長谷川英雄
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2)直 播栽培の普及状況

(1)全国の状況      農林水産省  石田係長 (内容は冒頭Aに別記)

(2)東北地域における直播栽培の取り組み状況   東北農政局 西川農政調査官

1 東北の水稲直播栽培面積の動向

。 東北における栽培面積は、昭和41年 の276haを ピークに田植機の普及に伴い減少し、昭

和54、 55年 には皆無.

・ 昭和58年以降20～ 50ha前後の横ばい傾向で推移 し、平成 4年以降は山形県、福島県を

中心に増加傾向を示し、平成 10年 には1,297ha、 平成12年 に1,636haまで増加。

・平成 13年 の管内における直播栽培面積 (見込み)は、前年比18.7%増加の1,942ha.う ち

山形県 629ha(前年比l13%)、 福島県810ha(同 111%)で管内の栽培面積の74%を 占め

る。宮城県230ha(前年比134%)、 秋田県214ha(同 142%)も 増加。栽培面積は少ない

が、青森県、岩手県も著しい増加傾向。

・ 播種様式別では、湛水直播が全体の95%(全国50%O H12年産).湛水直播の播種法別

では、散播が減少し、条播、点播が増加。

2 東北地域水稲直播等低コス ト技術推進会議における取組状況

東北地域における安定的な直播栽培技術の確立・普及を推進するため、各県関係機関、東北

農業試験場、東北農政局からなる「東北地域直播推進会議」を平成 8年 3月 に設置。平成 9年

度には、推進会議を有効かつ効率的に機能させるため、幹事会を設置。平成 12年 12月 直播以外

の低コス ト技術にも取 り組むため、「東北地域水稲直播等低コス ト技術推進会議」に改組。

○ 平成 13年度の取組

ア 推進会議幹事会の開催 (平成13年 5月 25日 )

。 平成 13年度の取組計画等について検討.

イ 東北地域水稲直播等低コス ト技術推進会議の開催 (平成 13年 7月 4日 e稲作中間検討

会等と合同開催)

・ 本年の栽培面積及び生育状況等について情報交換 .

ウ 現地検討会の開催 (平成 13年 9月 上旬 於 :岩手県下 予定)

。 経営面からの評価の検討方向.

・ 普及推進 (組織化の促進等)方策の検討

工 情報提供 (東 北農政局ホームページ掲載 hitp:〃ww.10hOku.ma‖ .g。 .jp/sesan/selop.him)

・ 東北地域における水稲直播栽培取組事例の紹介 (49事例)

・ 水稲直播栽培技術のポイント

オ 直播栽培チェックリス トのとりまとめ

。 調査農家の栽培技術やほ場の変化等について分析 (予定)。

-11-



資   料

水稲直播栽培面積の推移
東北農政局

図-1 東北における水稲直播面積の推移
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(3)福島県における直播栽培の取 り組み状況   福島県水田農業振興課 高橋係長

福島県における水稲直播栽培の推進経過

年 度 内 容

平成 8年 1 推進要領の策定

福 島県直播栽培推進要領 (平成 8年 2月 15日 制定 )

直播栽培が生産調整の一手法 として認め られたことを契機 に、低 コ

ス ト生産や経営規模拡大による新たな稲作生産構造の実現 に向け、県

及び関係機 関が一体 として取 り組む。

2 直播推進連絡会議の発足

福島県直播推進連絡会議の設置
″     の開催

平成 8年 2月 20日

平成 8年 4月 12日 、 12月 11日

3 新規事業の創出

新生産調整対策新技術導入促進事業
・直播栽培普及拠点ほ設置事業
・直播条件整備事業

(播種用機械の賃貸に対する補助 補助率 1/2)
・直播導入補助事業 (導入面積 10アリ当たり4千円助成)

4 直播推進条件の整備

(1)直播導入のため、調整・解決を要する事項等について、部内に設

置 した直播栽培推進プロジェク ト幹事会の中で課題の整理、推進方

策の検討を行 うとともに、関係団体に対する周知徹底 を図った。

(2)12月 補正による播種機の整備

播種機導入台数 18台  (補助率 1/2)

5 啓発活動

水稲直播栽培指導指針の作成 (3,000部 )

推進パンフレットの作成 (15,000部 )

直播推進セ ミナーの開催 平成 8年 3月 18日

技術研修会の開催    平成 9年 1月 26日 、平成 9年 4月 16日

6 直播栽培導入農家及び大規模農家を対象としたアンケー トの実施

平成 9年 1 推進方針の策定

平成 9年度水稲直播栽培推進方針 (平成 8年 12月 10日 )

ヽ
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2 福島県直播推進連絡会議の開催 平成 9年 4月 16日

平成 10年 1月 19日

3 事業の実施

水稲直播栽培導入促進事業

・直播栽培普及拠点ほ設置事業

・直播導入促進事業

・直播導入助成事業

・地区推進体制整備事業

(新規 地域における推進体制の整備 と支援活動への補助

補助率 1/2)

4 啓発活動

啓発バンフレッ トの配布 (30,000部 ).

水稲直播栽培指導指針の作成 (改訂版 300部 )

水稲直播栽培事例集の作成 (400部 )

水稲直播栽培 ビデオ (普及編・技術編)の配布 (200組 )

直播推進大会の開催 平成 10年 2月 19日 参加者 300名

中間検討会の開催  平成 9年 7月 31日 ～ 8月 1日

平成 10年 1 推進方針の策定

平成 10年度水稲直播栽培推進方針 (平成 9年 127月 22日 )

2 福島県直播推進連絡会議の開催 平成 10年 4月 16日

平成 11年 2月 8日

3 事業の実施

水稲直播栽培導入促進事業
・直播栽培普及拠点ほ設置事業
・直播導入促進事業
・直播導入助成事業
・地区推進体制整備事業

4 啓発活動

推進パンフレッ トの作成 (新稲作時代 直播栽培 30,000部 )

福島県稲作指導指針の作成 (水稲直播栽培 3年の歩み 300部 )

直播推進大会の開催 平成 11年 2月 16日  参加者 400名

中間検討会の開催  平成 10年 7月 31日

5 次年度推進体制の整備

福島県水稲直播栽培推進基本方針

福島県水稲直播推進連絡会議設置要領

福島県水稲直播栽培推進要領

(平成 11年 2月 25日 )

(    ′′    )

(   ノ′    )

_ヽ
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平成 11年
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1 基本方針の施行

福島県水稲直播栽培推進基本方針  (平成 11年 2月 25日 )

福島県直播推進連絡会議の開催   平成 12年 2月 8日

第 6回全国直播稲作サミットの開催 平成 11年 8月 5日 ～ 6日

参加者 約 2,200名

4 事業の実施

うつくしま直播稲作定着促進事業
・直播活用集落営農モデル実証事業
・直播普及定着拡大助成事業 (5ha以上の団地:10アール当たり5千円助成)

・播種作業円滑化条件整備事業
・直播推進体制整備事業

5 啓発活動

啓発パンフレッ トの配布 (30,000部 )

福島県稲作指導指針の作成 (300部 )

中間検討会の開催  平成 11年 7月 15日

平成 12年 1 基本方針の施行

福島県水稲直播栽培推進基本方針  (平成 11年 2月 25日 )

2 福島県直播推進連絡会議の開催   平成 12年 11月 6日

3 事業の実施

うつ くしま直播稲作定着促進事業

・直播活用集落営農モデル実証事業

・直播普及定着拡大助成事業 (5ha以上の団地:10アール当たり5千円助威)

・播種作業円滑化条件整備事業

・直播推進体制整備事業

4 水稲直播栽培に関するアンケー トの実施

(調査対象 :実施農家 150戸、未実施農家 70戸、全市町村、
全農協)

5 啓発活動

啓発パンフレッ トの配布 (30,000部 )

福島県稲作指導指針の作成 (300部 )

水稲直播栽培推進担当者会議の開催 平成 12年 6月 13日

11月 15日

平成 13年 1月 23日

平成 13年 2月 8日水稲直播栽培推進大会の開催
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平成 13年 1 基本方針の施行

福島県水稲直播栽培推進基本方針  (平成 11年 2月 25日 )

3 事業の実施

うつ くしま直播稲作定着促進事業
・直播活用集落営農モデル実証事業
・直播普及定着拡大助成事業 (5ha以上の団地:10アール当たり5千円助成)

・播種作業円滑化条件整備事業

・直播推進体制整備事業

4 水稲直播研究会第 1回研究会 (東北地区検討会)の開催

平成 13年 7月 12日 ～ 13日  参加者 175名

5 啓発活動

啓発バ ンフレッ トの配布 (30,000部)予定

福 島県稲作指導指針の作成 (300部)予定

水稲直播栽培推進担当者会議の開催 平成 13年 6月 18日

平成 13年 10月 予定

平成 14年 1月 予定

水稲直播栽培推進大会の開催    平成 13年 11月 予定
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平成 13年度の水稲直播栽培の導入状況とこれまでの実績

1.平成 13年度推進 目標と推進方策

(1)平成 13年度推進目標

1,000ヘ クタール

(2)推進方策

ア.推進体制の強化

・水稲直播推進地区協議会等活動の活発化

・水稲直播栽培の位置付けの明確化

・具体的な活動計画に基づく確実な推進

イ.重点推進対象への推進強化
0ほ場整備地区

水稲直播推進地区協議会、地方連絡会議が一体となった計画的な推進

・ 既 造成 地 区 :定着・拡大と導入推進

「
新規造成地区 :50%以上導入

・重点対象農家等

複合経営農家、大規模稲作農家等への推進

ウ.技術の平準化・統一化

・栽培マニュアルの作成

新規導入者が安心して取り組める地方別の安定栽培技術体系の作成
・一貫 した指導の実施

定期的な巡回指導、基本技術の徹底、慣れや手抜きの防止

・水稲直播栽培の啓発・ピーアール

・水稲直播研究会等の組織化及び活動の活発化  ・

2.平成 13年度の導入状況
｀  (1)平成 13年度の直播栽培面積は前年度より約 90ha増 の約 810haが 見込ま

れる。 (5月 10日 現在)

(2)会津地方や県南地方で直播栽培面積の増加が大きく、県南地方の東村、大信村、

県中地方の郡山市では新たな直播団地が形成された。

(3)郡山市、喜多方市では直播栽培と稲発酵粗飼料 (ホールクロップサイレーシ
゛
)を組み合わせ

た積極的な取組みがみられる。

〇主な直播団地

福島市北部 43ha(30ha)国見町小坂 26ha(33ha)郡山市日和田 25ha(37ha)

郡山市八丁目 13ha(Oha)大越町牧野 7ha(7ha)須賀川市舘ケ岡 15ha(15ha)

石川町新屋敷 18ha(12ha)東 村石原 10ha(Oha)大信村西樋 8ha(Oha)会津

若松市面川 14ha(13ha)喜多方市大田 1lha(7ha)会津高田町人木沢 83ha(86ha)

伊南村自沢 5ha(5ha)原 町市高 19ha(17ha)いわき市永井 6ha(5ha)

()内 平12値
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3.これまでの実績

(1)取組状況

ア.平成 8年度から関係機関や団体と一体となって拡大を図ってきた結果、平成 11年
度は766haに 達した。平成 12年度はほ場整備実施中の地区において一部の生産

者が移植栽培に戻ったことなどから、 722haと 前年をやや下回ったが、本年度は

約 810haと 増加した。

イ。独自の推進施策を講じ積極的に取 り組む市町村等が毎年増加 している。

○独自助成を実施 した市町村

平 9:延べ44市町村→平 10:延べ49市町村→平 11:延べ 55市町村 2JA
→平 12:延べ 57市町村 2JA

ウ。第 6回全国直播稲作サミット (平成 11年 8月 5日 ～ 6日 :会津地域)を開催 し、

全国から約 2, 200名 の参加者を迎え、本県の取組みについて県内外の生産者や関

係者に広く紹介した。

(2)技術・経営上の成果

ア.不順天候年次においても、収量は当初の目標水準である移植栽培の 15%減の範囲

内で確保 された。

イ=水稲直播栽培の生産費は、主に労働費の減少により、移植栽培 (県平均)と 比較 し、

9～ 28%低減された。特に大区画ほ場を団地化 した大型機械化体系での低減効果が

大であった。

ウ。会津高田町人木沢地区や郡山市日和田地区など地域ぐるみの取組みにより集団管理

体制の強化、生産の安定化が図られた。

工。継続 して取 り組む農家や経営に位置付けて取り組む農家が増加し、園芸地帯等にお

ける余剰労働力の活用や大区画ほ場整備実施地区における農地の集積事例がみられる。

L
｀レ
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平成 13年度水稲直播栽培導入面積

四捨五入により合計が一致しないことがある。
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水 稲 直 播 栽 培 の 普 及 定 着 と 技 術 対 策

農 業 経 営 指 導 課

1 水稲直播栽培の 5カ 年間の取組み

平成 8年度か ら試験研究機関と普及組織が本格的に連携を図りながら、水稲直播栽培の技術開

発及び普及推進を行い、直播栽培の普及定着・拡大を図ってきた。特に地域農業改良普及センタ

ーでは、普及課題に上げるとともに直播推進プロジェク トテームを編成 し、所全体で重点的に普

及推進に取 り組んだ。

(1)地域農業改良普及セ ンターにおける取組み と技術の普及状況

ア 地域農業改良普及セ ンターの推進体制 (平成 13年度 よ り地域農業改良普及センターは

農林事務所農業普及部 (所)に名称変更 )

イ 取組みの経過

(ア )推進体制作 りと技術普及 (平成 8年度 )

a 直播栽培の技術指導指針及びマニュアルの作成

b 全地域農業改良普及センターに普及拠点ほの設置

c 革新的農業技術 。経営実証モデル事業の実施

d 技術研修会の開催、技術情報の発行

e コーテ ィングマシン及び播種機の導入

f 有人ヘ リ 。無人ヘ リによる散播栽培の導入

g 直播栽培者へのアンケー
|ヽ 調査の実施
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地 域 農 業 改 良 普 及 セ ン タ

直 播 推 進 プ ロ ジ ク ト チ
=C

ム 普 及 課 題

所長又は主幹をチーム長 として、会議 を定期的に開

催 して直播推進の進行管理及び課題解決を図った。

重点地区を設定 して、直播

栽培 を推進 した。

普 及 推 進 技   術   す旨  導

・直播栽培の推進

・直播推進地区協議会の

支援

。直播推進方部連絡協議

会 と連携強化

・普及展示ほ等の実施

・直播栽培講習会等の開催

・直播栽培技術情報の発行

・重点栽培者の巡回指導

・直播研究会等の技術支援

・ 直播 を中心 とした地域 営

農システムの推進

・ ほ場整備後での直播栽培

の団地化への誘導

。園芸地帯での労働競合 回

避 のための直播導入

ヽ
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(イ )団地化の推進・品質向上対策 (平成 9年度 )

a 直播栽培マニュアルの改訂及び直播栽培現地事例集 の作成

b キーテクノロジー実証モデル事業の実施

c 落水出芽法の普及

d 条播栽培によるコシヒカ リの導入

e 点播栽培の普及展示

f 直播栽培の団地化推進 (会津高田町等 )

(ウ )定着化の推進 (平成 10年度以降 )

a 加温出芽法の普及推進

b 直播栽培による農地集積 と土地利用調整の組織育成

c 直播栽培を中心 とした地域営農システムの確立

d 水稲直播栽培 3年 のあゆみ作成

e 直播活用集落営農モデル実証ほの設置

f 高性能無人ヘ リ及び高精度条播機の普及展示

g 直播栽培者へのアンケー ト調査の実施

(2)重点的に取組んだ技術対策

ア 直播栽培におけるコシヒカ リの安定生産対策

コシヒカ リは、倒伏しやすいことや成熟期が遅いことなどにより、直播栽培での適応性

は低いが、直播栽培に対しての要望が強い。このため、「湛水条播栽培」及び「湛水点播

栽培」の導入、「カルパー粉衣種子の加温処理」の普及、「湛水直播での生育 目標」及び

「乾田直播での生育・栄養診断指標」の策定により、コシヒカ リの安定生産が可能 となり、

栽培面積は年々増加 している。

イ 出芽・苗立ちの向上対策

湛水直播栽培は、低温等により出芽・苗立ちが不安定とな り、初期生育が不良となり収

量、品質が低下する場合がある.こ のため、「播種後落水管理」及び 「カルパー粉衣種子

の加温処理」の普及により低温時でも出芽・苗立ちの安定が図られるとともに、 4月 下旬

播種が可能 となり果樹栽培における受粉作業との労働競合回避が図られ、県北の果樹地帯

で直播面積が拡大 した。

ウ 雑草対策

湛水及び乾田直播栽培は、使用可能な除草剤の種類が少なく、除草効果が不安定であっ

た。このため、ノビエ 5葉期程度まで有効な茎葉処理剤を防除基準に採用するとともに、

使用体系を明確にしたことにより、効果的な雑草対策が図られた。

工 中山間地で直播栽培安定対策

中山間地での直播栽培は、気象条件が厳しいため、収量、品質が安定しにくく、取組み

事例は少なかった。このため、早生品種 (ま いひめ等)の 導入、「カルバー粉衣種子の加

温処理」、「迂回水路の設置」、「スノーダンプを利用 した作溝」等により、中山間地 (大

越町牧野地区等)で の直播栽培の定着が図られたこ.
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オ 経営及び労働評価対策

直播推進 のため、移植栽培 に比べて直播栽培の経営メ リッ ト及び労働軽減評価 を明確化

す る必要があった。 このため、各種展示ほを設置 し、経営調査を実施するとともに、移植

作業 と直播の播種作業の労働実態調査により、「直播栽培の経営指標」及び 「経済性 と営

農モデル」を策定 し、直播栽培の労働軽減効果を明確化 した。

(3)技術の普及状況 (平成 12年 実績 )

ヽ

技 術 名 普 及 面 積 普 及 状 況

条播栽培 496ha 出芽及び苗立ち安定による収量・品質の向上が図 られ ること、生

産組織等による地区の基幹作業 (耕起、代かき、播種)の受託が可

能なこと、コシヒカ リの収量及び品質が安定 していることな どか ら、

年々増加 している。

散播 (無

人ヘリコフ
・

タ

ー)栽培

132ha 地域 ぐるみで稲作の省力化、低 コス ト化 を図るとともに、余剰労

働力を園芸部門に振 り向け、園芸部門の振興を図るな どの取組みが

なされている。主にほ場整備実施地区で定着 している。

乾 田直播

栽培

471la 直播作業の導入による春作業の分散 により、稲作の規模拡大が図

られ るとともに、余剰労働力の活用によ り施設野菜や麦等が導入 さ

れ、経営の安定化 と所得の向上が図られた。主に大規模経営に定着

している.

点播栽培 26ha 移植同様の生育相にな り収量・品質の向上が図られ ること、生産組

織等による地区の基幹作業 (耕起、代かき、播種)の受託が可能な

こと、条播栽培 より耐倒伏性が高 くコシ ヒカ リの収量及び品質が安

定しているなどか ら、徐々に増加 している。

加温 出芽

管理

200ha 加温処理によ り低温時での出芽・苗立ちの向上、生育の促進が図

られ、園芸作物 との労働競合の回避、 コシヒカ リの栽培安定が図 ら

れている。

播種 後 落

水 管理

683ha 播種後、出芽始めまで落水 して土壌還元を防止す ることにより、

出芽苗立ちの安定が図 られ、ほとんどの湛水直播栽培で実施 されて

いる。
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(4)残 された技術的課題 と対策

2 平成 13年度 直播栽培生育状況

t

技 術 的 課 題 現 状 対 策

鳥 害 対 策 鳥害については、直播団地では

被害が少ないが、 個人的な取組

で河川及び森林 な どの近 くでは

鳥害の発生がみ られる。

鳥害対策は、直播栽培の団地化を推進

するとともに、代かき 。均平の精度を上

げ、播種探度を 1.Ocmと し、覆土を的確

に実施するなど耕種的対策と併せて、防

鳥糸や防鳥テープを設置するなど総合的

に実施する。

抵 抗 性 雑 草 対

策

直播栽培では、アゼナ・ ホタ

ルイの SU剤抵抗性雑草が移植

栽培に比べて多い。

雑草対策は、本県の抵抗性雑草 (ア ゼ

ナ、ホタルイ等)の発生実態調査を実施

するとともに、プレチラクロール、プロ

モブチ ド、カフェンス トロール等を含む

除草剤により体系的に防除する。

収 量 。品 質 向

上対策

直播栽培 は、収量及び品質の

ば らつ きが大 き く、管理 の不徹

底により収量及び品質が低下す

る場合がある。

収量・品質向上対策 は、落水出芽管理、

カルパー粉衣種子の加温処理、ほ場の均

平化、栽培管理の徹底 を行 う。また、栄

養診断などによ り的確 な栽培管理を実施

する.

生育 ステー ジ 生 育 状 況

湛

水

直

播

播種期 ～

出芽期

4月 下旬の播種は、低温に経過 したため出芽までの 日数が 10日 程度

と長かったが、 5月 2半旬以降の播種は、高温に経過 し出芽までの期間

は 5～ 7日 で あつた。全般的には、鳥害の発生 も少な く出芽、苗立ちは

順調であった。特に、カロ温処理をしたコーティング種子の出芽・苗立ち

は良好であった。

分 げつ期 生育は平年 より早 く、草丈が長 く、分げつ数 も多い゛一部では生育過

剰 なほ場 もある`.雑草防除は、ヒエの発生が早 く除草剤の使用時期が遅

れ取 りこぼしによる雑草 も見 られた。また、SU剤抵抗性アゼナやホタ

ルイの残草が多い。

草乞

田

直

播

播種期～

出芽期

4月 中～下旬の播種が多 く、低温 と少雨の影響で出芽までの 日数が 14
～ 20日 と長 く出芽率や出芽揃いが悪かった..特に、播種深度が深い

ほ場では出芽までの日数が長 く、苗立ち数が少なかった。

分 げつ期 生育は平年並で、草丈が平年並～やや短 く、分げつ数が平年並～やや

少 ない。特に、出芽及び苗立ち不良のほ場は茎数が平年 より少ない
c.
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部

担

湛水土中直播栽培における「 コシヒカ リ」の目標生育量

福島県農業試験場 種芸部・会津支場

平成 8年～平成10年春夏作試験成績概要

分類 コー ド01-01-75130000

門 名  水稲―水稲―水稲直播一施肥法

当 者  佐藤弘―・鈴木幸雄・佐藤博志・花見厚

I 新技術の解説

1 要  旨

(1)苗立ち :」壁水土中直播栽笙において、r当たり苗立ち数が多くなると得は細存化する。コシL
左上のm2当 たり苗立ち数は、同一播種量でもひとめばれ並からやや多いことから、播種量を20%
程度少なくする。m2当 たり苗立ち数を80～ 100本 とし過剰にならないようにする。

(2)倒伏 :重堕手″00以下に抑えるためには中通り、会津とも・に存長を85cm以下に抑える必要があ
‐

る。

(3)日標m2当 たり籾数 :堂塾歩fL80%以上確保するために、中通りでは27,000粒以下とする。会津

では繹長との関係から30,000粒以下が目安となる。

(4)施肥量 :倒伏防止、m.当たり籾数を考えると、基肥窒素成分はa当たり0.18～ 0。 2kg(移植栽培

の60～70%)に抑える。また、穂肥は移植栽培に準じて判断する。

2 期待される効果

過剰な生育が防止され、倒伏の軽減、登熟の安定化が図られる。

3 適用範囲・

湛水土中直播栽培 コシヒカ リ

4 普及上の留意点

(1)株元の支持力のある湛水土中直播栽培で適用可能である。

(2)播種時期は 4月 下旬とし、出穂期を早める。

ヽ
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Ⅱ 具体的データ等
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表 1 生育

5      10      15      20      25     30

出 穂 期   (8月  日 )

図5 出穂期と登熱歩合の関係(H8-10郡 山)

・ ひとめばれ。コシヒカリ

(倒伏:倒伏程度(0～ 4)X面 積比率(%)

表 2 出穂期
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歩 合  収 ニ
」タユ___`エム
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播 種 期
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郡 山 会 津
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2 -0.2    119   89.8       250          328

・
l」             H10  94.4      250        277
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Ⅲ そ の 他

1 執 筆 者 :佐藤弘―・荒川市郎

2 主要な参考文献・資料 :(1)平 成 8～ 10年 度稲作研究室

(2)平成 9～ 10年 度会津支場概要
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水稲湛水土中条播栽培 コシヒカ リにおける穂揃期後の落水による倒伏軽減

〔要約〕 水稲湛水土中条播栽培におけるコz上2型では、強めの中干しと併せて理並

ュ螢 1週 間か ら10日 程度 のニム を行 うことによ り、土壌硬度および押 し倒 し抵

抗値が高ま り、倒伏が軽減 した。 また、落水 による収量および品質への悪影響

はみ られなかった。

福 島県 農業試験場 。種 芸部 稲 作研究室 連絡 先 024-932-7785

部 会 名 水  稲 暉事iFi 栽 培 対 象 稲 類 分 類 普 及

_ヽ

[背 景 。ね らい〕

水 稲 湛水 土 中条播栽 培では、 コ シ ヒカ リの作付 け面積 が年 々増加 す る傾 向 に ある。 コ

シ ヒカ リで の安定 的な収量 と品質 を確保 す るため に、穂揃 期後 の水管理が倒伏 お よび収

量 、品質 に及 ぼす影 響 について検 討す る .

〔成果の内容 。特徴〕

1.水 稲湛水土中条播栽培におけるコシヒカ リの品質は、倒伏程度が大 きいほど低下する。

倒伏程度 は、稗長が長 く、ぶ当た り籾数が多 く、押 し倒 し抵抗値が小さいほど大き くな

る傾向がみ られる (表 1、 図 2、 3)。

2.土 壌硬度は、穂揃期後の水管理 によ り、落水区が 3.5～ 3.6と 最 も大きく、次 いで飽水

区が 1.8～ 2.0、 慣行 の湛水区が 1.6～ 1.7と 処理前よ りやや小さくなる (図 1)。

3.落 水 区は、飽水区及び慣行の湛水区と比較 して稗長がやや長 く、ボ 当た り籾数が多か

ったにもかかわ らず、倒伏程度 は小 さい傾向がみ られる (表 1、 図 2、 4).

4.穂 揃期後 1週 間か ら10日 程度 の落水 を行 うことによ り、土壌硬度および押 し倒 し抵抗

値が高 まり、倒伏が軽減する。 また、落水による収量および品質への悪影響はみ られな

か った .

〔成果 の活用面・留意点 ]

1.水 稲湛水土中条播栽培におけるコシヒカ リの安定的な収量 と品質確保が可能 となる。

2.穂、揃期後の落水は、概ね土壌 に亀裂が確認されるまで とし、その後は間断かんが いと

す る。
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図 1 土壌硬度の推移

表 1 成熟期の生育および収量、品質

図 2 ぶ当た り籾数と倒伏程度の関係
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[その他〕
研究課題名 :湛水直播稲の倒伏防止技術の開発

(直播稲作の普及・定着化のための新技術開発試験〕
予算区分  :県単

研究期間  :平成 12年度 (平成 11～ 13年度 )

研究担当者 :伊藤博樹、荒井義光、佐藤弘一、佐藤博志
既発表論文 :な し



(4)事例発表 ホ稲直幡栽培を活用した土地利用集積の取
`l組

み

冒.地区の概喜

郡山市中心部から北方約6kmに位置し、日和田町宮ノ入地区・久留米地区及び喜久田町早稲
原地区の三集落に広がる地域である。当地区の標高は、240m～255mである。

晨業経営は水稲作が中心で、一部で施設園芸の取り組みがある。近年隣接地に大規模小売店の

出店が相次ぐなど都市化・兼業化が進行してきている。

Z.整備前の営農0慨況

平均耕作面積は1.4haと郡山市の1.2haと比べやや大きいが、農地は分散しており、また、基盤整備
が行われていないために区画形状も様々で農道も狭<t用排水路が上水路で、かつ単用水路が多いた

め経営規模拡大の障害となつていた。

農業機械の保有状況は、ほ場の規模に合わせ小型機械化体系で、すべてを個人保有のため過剰投資

となつていた.                          ・
.

3.整備後の営農概況こ生産組織の運営状況

基盤整備工事中の平成9年度に、水稲直播栽培の作業組織として日和田西部地区晨業生産組合が設

立され、仮換地前の整備ほ場全面積をこの生産組織で作物生産する体制が構築された。平成 11年に

は、当地区内にJAのカントリーエレベータが設置、稼働することとなり、水稲栽培はすべて直播栽

培で大型機械による近代的な営農が実現した。

平成 13年には本換地となつたが、70%は引き続き生産組合に加入し作業受話組合とカントリー

エレベータを利用し効率的な農業を展開している。

約 46ha

―郡山市日和田西部地区―

日和田西部地区晨栞生産組合 組合長 鈴木一二

受益農家 134戸 で構成

水稲直播栽培 26ha
水田大豆栽培 20ha

_ヽ

t
利用権

設定

(注 1)

農作業

受委託契約

(注2)

作業

再委託

(注 1)利用権設定は、日和田西部受話組含のオペレーターである認定農業者 (2名 )と行つている。

(注2)契約は (財)福島県農業振興公社を介しており、契約事務、清算事務の支援を受けている。

O生産組織 :日 和田西部地区農業生産組合(H9.1設立、代表:鈴木一二)

日和田西部地区の直播実施に伴いほ場整備事業受益者の実作業を担う組織として発足。

現在は受委託契約の受け手となり農地利用集積を推進している。

O作業組織 :日 和田西部受託組合(H12設立 代表 :熊坂良治)

日和田西部地区農業生産組合の機械作業のオペレーター7名で結成。

日和田西部地区農業生産組合が利用集積した作業を受託している。
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t

4。 ホ稲直播栽培0取‖組み

水稲直播栽培の取り組み経過

5。 今後の課題

収量向上

除草回数の削減(―発剤2回 +後補正 → 一発剤1回 +後補正)

受託組合の機械利用による一層の経費削減
周辺地域からの作業受託の拡大による収益向上

米、大豆の厳しい販売`精算状況に対応した運転資金の確保

ヒ

-29-

推進上の課題 水稲直播栽培の経過 栽培

面積

ha

品   種 平均収量

kg/10a

平

成

８

年

・水稲の直播栽培は初めてで

あり、面倒との気持ちが強かつ

た。
・作業組織がなかつた。

B地区営農協議会開催

直播栽培の経営試算の提示

・直播導入決定

・作業組織の育成誘導

平

成

９

年

・農用地利用集積
・水稲直播栽培技術の安定化

・日和田西部地区農業生産組合設立

・先進地研修誘導による意識啓発

・初めてラジコンヘリにより散播

・散播 :無人ヘリ

8 初   星

ひとめばれ

コシヒカリ

433

平

成

１

０

年

・緊急生産調整の推進

・次年度稼働するJAカントリー

エレベータヘの利用推進

・面積が拡大し有人ヘリによる散播を

試行
・散播:有人ヘリ・無人ヘリ

38 ひとめばれ 384

平

成

１

１

年

。次年度の仮換地に向けた農

地集積

・農業開発公社を介した集合

事業導入

・オペレーターによる農作業受託組織

設立を誘導

・農林航空協会の高性能無人ヘリによ

る試験を受諾

・散播:無人ヘリ・高性能無人ヘリ
。(大豆面積:8ha)

51 ひとめばれ

初   星

366

平

成

１

２

年

・安定生産のため条播機導入

・次年度の本換地に向けた生

産組合に対する農地集積

。日和田西部受託組合設立

・高精度条播機による条播を導入
B散播:無人ヘリ・高性能無人ヘリ

・条播:高精度条播機
,(大豆面積 :1 2ha)

38 ひとめばれ

コ'シ ヒカリ

420

平

成

１

３

年

・作業受託組合の作業効率化

のための水稲直播と大豆生産

のプロックローテーション化

・全国直播研究会の試験地に指定、

農機具メーカー4社による条播・点播を試

験
・条播:高精度条播機
・点播:点播機

・散播:高性能無人ヘリ
。(大豆面積:20ha)

26 ひとめばれ

コシヒカリ



3)総 合討議   座長 :福島県農業経営指導課 佐藤主査

座長 :初めに、直播栽培の技術的課題について検討することとし、まず湛水直播栽培

を中心とした播種法について、直播研究会の委員より説明をお願いします。

綴 騨 抵 範 聾 撼 敗 ユ エ

鷲尾委員 :まず、乾田直播は岡山県の干拓地を中心に広く普及 したが、地下水の制御や

灌・排水等水管理が容易に行えたことが大きな要因で、用水量問題や雨対策は現

在も十分解決していない。湛水直播は適地が広く、普及面積は年々増加 している。

散播は作業効率は良いが、播種時に種子が土中に埋め込まれるように田面の条件

を保つことが重要である。 しかし、ヘ リ播種のように、大面積の水田を一斉に適

切な条件に揃えることは容易でない。最近では、播種機の開発・改良が進み、播

種後の稲の管理がし易いこともあって、条播や点播が増加 している。特に、打ち

込み式点播は、確実に土中に播種すれば倒伏が少なく、稲の生育も安定するので

各地で増加 しており、コシヒカリの直播栽培の安定化にも貢献している.

播種後は落水状態での出芽が全国的に取 り入れられて苗立ちが安定してきた。

会津農林事務所坂下普及所 。穴澤副主査 :平成 8年から普及が増加しているが、当時は

普及面積が 70haで 、91%が散播であった。平成 12年には 140haと な

り、条播が 93%で ある。これは、栽培管理のし易さと、倒伏に強いことにより、

コシヒカリの導入に伴い条播・点播の普及が増加 している。今後は、担い手の組

織化とオペ レーターの操作技術の向上を指導 していきたい。

座長 :ヘ リ播種では委託による大面積播種が可能であったが、条播・点播では、面積増

加に対応するには播種機の増加導入が必要である。

農林水産省・石田係長 :播種機導入も補助対象となつている。その他の管理資材も補助

対象となるので、有効活用をお願いしたい。

福島県水田農業振興課・永石課長 :ビーグル管理機のアタッチメン ト方式の播種機で

は、同じ場所を何回も走行することになり、轍の跡が問題で、導入増加は望めそ

うにない。他の機械 と抱き合わせた一括補助がうまくできないか。県単の稲作事

業の予算は厳 しいが、農家からの申請は多い状況である。

雑草問題につ_い_て

日和田西部地区農業生産組合役員 熊坂氏 :除草費用がコス ト低減に影響がある。普通

は 2回散布であるが、二回日の散布時期と大豆の播種作業が重なり苦労する。

大豆の播種 5日 前と播種後との除草剤散布効果を比較 したところ、 5日 前散布の

ほうが効果が高かった。除草に失敗すると追加の散布が必要で費用がかさむ。

また、散播では一斉の前日代かきで時間が制限され、田面の均平化もいい加減と

なり、除草効果が うまく発現しない。

宮原委員 :初期剤サンウェル lkg粒剤、中期剤スラッシャー lkg粒剤、後期剤バサ

グラン・ クリンチャー剤が代表的水稲除草剤であるが、中期剤のスラッシャーは

直播栽培での登録がない。抵抗性雑草対策で敢えて使ったと思われる。

雑草防除の面から見ると、基本的には基盤整備田では 5年 くらい移植をした後

ヽ_
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に直播を導入 したほうがスムースにいく。移植に比べ直播では雑草管理期間が 2

～ 3週間長くかかり (約 40日 )、 雑草管理が難 しいので基盤が安定してから直

播を導入するのが望ましく、導入するときは田面の均平化が第一で、水が均一に

張れることが肝要である。

東北ではスルホニルウレア系除草剤の抵抗性雑草アゼナ類等が増加 してきてい

る。イヌホタルイは官城県を中心に拡大しつつある。初期剤 として現在直播栽培

用に登録のある抵抗性雑草に有効な薬剤はない。サンバー ド粒剤があるがイヌホ

タルイヘの効果は疑間である。

抵抗性雑草対策は各試験場でも移植栽培が中心で、直播栽培ではあまり試験さ

れていないのが実状である。直播栽培では抵抗性雑草対策は移植栽培より難 しく

なる。アゼナ類はなんとかなるかもしれないが、イヌホタルイは厄介である。従

って、試験場で、本当に抵抗性雑草なのかどうかや、抵抗性の程度を検定しても

らうことが重要である。それをふまえて的確に処理すれば効果をあげられるが、

効果があがりにくい場合は他の要因が絡んでいるのではないかと思われる。

福島県農業試験場・荒井主研 :SU抵抗性雑草については、 4～ 5年前に東北農試で検

定済み。アゼナ・イヌホタルイの残草が目立ってきた。会津高田のものは昨年抵

抗性 と確認 した。 日和田でも残草が日立ってきているが未検定である。おそらく

抵抗性 と思われる。薬剤の選択も会津支場で検討中で、稲の 2～ 3葉期の頃でイ

ヌホタルイの小さい時期に使える薬剤を撰択中である。

宮城古川農試・酒井技師 :直播栽培の面積は230haあ る。抵抗性雑草については、

当面移植栽培で対策を検討中で、農試圃場で試験中である。直播栽培では目立っ

た問題は出ていないが、二回目のパサグラン等の処理で除草が うまくできている

と考えている。

東北農研・矢治技官 :直播栽培で雑草防除に失敗するケースが目立ってきている。移植

では使える薬剤が多いが、直播栽培では少ないことも一因である。一方では、大

豆との輪作体系で水田雑草の抑制につながつている例もある。

↓ 抵 1薇蚊 搬 まと ≦

会津若松市・井関氏 :試験場での無粉衣種子を使った試験の結果はどうか ?

福島県農業試験場・荒井主研 :無粉衣で平成 11～ 13年の3年間取り組んでい

る。試験段階では、出芽は良好であるが倒伏が多めである。会津支場での点播の

試験では出芽は良好で、平成 13年から本格的に取り組んでいる。

湿騨錢上(塑蝦量ユエ
福島県農業振興課・永石課長 :東北地区では 1920haへ 直播栽培面積が増加 し、福

島県も前年比 90haの 増加であった。平成 12年は前年比で減少したが、アン

ケー ト調査結果では、直播面積の維持か拡大を望む農家か多い。 1000haの
目標を掲げ、現場への普及には技術の指導と省力化の推進に力を入れ、労力の使

い方の工夫を指導している。また、導入目標の明確化をはかり、それぞれの地域

で導入の目的を明確にするよう指導を徹底 している。米価の低下 (17.000円 )
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も直播導入のきっかけとなっており、直播栽培を併用して省力化し規模拡大をは

かるねらいもある。会津高田では女性が導入に前向きで評価が高い。

会津喜多方農業普及所・丹治技師 :ホ ールクロップサイレージの直播が大田地区で行わ

れている。この地区では大豆・麦の転作は機械導入の新たな投資が必要でメリッ

トが少ない。普及所管内の畜産農家で 10haを 受け入れ、纏まった場所で収穫

が容易と言 うことで取り組んでいる。栽培管理は地区の担い手の農家が担当し、

刈り取り収穫は畜産農家と連携して行っている。

相双農林事務所・佐藤主査 :基盤整備完了の70haで 集落営農を行い、地区に農業機

械共同利用組合を設立している。転作麦を取り入れ、25haを プロックローテ

ーション化。作業分散と省力化を目的に乾田直播を導入している。当初の7ha
から現在は 17haに 拡大している。これにより園芸分野が改善され、省力化に

よって委託の受けいれも可能になつている。

日和田西部地区農業生産組合・鈴木組合長 :直播は移植の前にスタート出来るので作業

が重ならないことが良い。当地域は土質の差が収量に影響し、水の問題もあって

面積の拡大が難しい。当地域は基盤整備後 5年が経過し、除草体系は安定化して

きた。

福島県農業試験場種芸部・小林部長 :新品種フクミライが平成 12年度より奨励品種と

なった。両親はチヨニシキとフクヒカリで、粘 りはコシヒカリにやや劣るが良食

味である。コシヒカリより欅長が短く、直播でテス ト中である。

本宮町農政課・桑原課長補佐 :直播栽培は 7～ 8haの実績がある。機械播種と動散に

よる散播で、品種はひとめばれ。まだ普及不十分で、今後転作カウント等を含め

た導入を図る。

農水省・石田係長 :直播栽培での米の品質は?また、高温障害の影響は?

直播研・ 田中委員 :近年、東北・北陸地域の早植地帯で、しばしば登熟期が高温に遭遇

し品質・食味の低下が問題になつている。直播イネは移植イネに比べて出穂が遅

れ、高温による登熟阻害を回避して品質・食味が向上している場合が多い。

一般に、①出穂後40日 間の日平均気温が23℃以下では低温ほどアミロース

含量が増加 したり、未熟粒が増加して食味が低下する。② 23～ 25℃の範囲で

はアミロース含量が最も低下して品質・食味は良好である。③ 25℃以上の高温

ではアミロペクチンの分子構造が巨大化して飯の粘りが減少して食味が低下す

る。また、登熟阻害により乳白・腹白等の自色粒や着色粒が増加して品質を低下

させる。

このようにイネの登熟には厳然と適温が存在している。従 って、良質米生産

を主目的とする直播栽培では、栽培地の平年気象表から出穂後40日 間の日平均

気温が24℃になる日を目標出穂期と定め、播種期を設定する必要があろう。

東北農研・矢治技官 :鳥害については、落水出芽でカモはよいが、他の鳥については根

本的な対策は今のところは未確立で、種子を表面に出さないことと水管理である。

座長 :鳥対策は団地化で面積を拡大することも一つの対応と考えている。

新稲研・姫田参与 :直播栽培の35%がコシヒカリと比率が高いが、収量・品質はどう

か ?

ヽ
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JAあいづ門田支所・大関指導員 :3年前からコシヒカリの直播を導入して 12haを
栽培し、収量も移植並で特に問題はない。施肥は一発肥料を使っているが、直播

専用の肥料はないか ?

福島県営農指導課・三浦主査 :今のところ直播専用肥料はない。

新稲研・姫田参与 :コ シヒカリの直播は増加するか ?

座長 :増加傾向にある。

新稲研・姫田参与 :コ シヒカリの生育目標で苗立数 80～ 100本は多いと思 うが ?富

山では40～ 80本 となつている。

福島県農業試験場・荒井主研 :実際には 50～ 80本となつている。コシヒカリの直播

栽培技術は確立しており、播種が 4月 20日 ～末で、登熟期が適期となる。

座長の要約 :①播種方法は地域にあつたものを選択する。

②抵抗性雑草については有効農薬の登録を推進すると共に、輸作・プロッ

クローテーションを導入する。

③普及推進には技術指導の徹底と導入目的の明確化を図る。

07月 13日 現地視察 9.00～ 12.00

1) 日和田西部地区圃場

県中農林事務所農業振興部・佐々本部長 :こ の管内は全国市町村の中で第 2位の農業

生産地域である。稲作シェアーは県下の60%を 占めており、直播栽培は200
haの導入 日標を掲げて推進中である。検討圃場は25haの 団地化の一角で、

問題点も多々あるので質疑応答を活発にお願いしたい。

(1)直 播圃場の概要説明    県中農林事務所農業普及部 鈴木主査 :

*展示圃場の上壌は強粘土質で有機物が少ない。

*有機物は、これまでは春に施用していたため腐熟が不十分であったので、来年

からは秋施用としたい。

*種子の加温処理は 30℃ 1日 である。

*播種量は計画より少な目で、点播は 3。 2 kgと なっている。

*前作が大豆の圃場は元肥は 1/2施用 としている。

*雑草はホタルイとアゼナ (抵抗性 ?)が優先で、次いでヒエが多い。

*前作大豆跡圃場は、薄播き部分は濃緑色で、厚播き部分は淡緑色に見え、す じ

状の縞が日立つ。元肥は 1/2であるが肥効は持続 している。

ヽ
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日和 田西部地区 水稲直播栽培概要

1.土壌の種類 埴土

2.有機物   生わら 審施用 (秋耕なし)

3.土改材   なし

4.品 種 ひとめばれ  22. Oha・ コシヒカリ  3. 6 ha

他に移植 (ひとめ,コ シ)○.5ha
大豆 (スズユタカ,タチすガハ)19.8ha

5。 種子の準備 ①浸種    4/12～ 4/25(消毒済み種子)

②カルバーコーテイング 4/26～27 (2倍重)

③加温処理  4/28～ 30(1回目)。

④播種量   4kg/10a(ひ とめ),3.5kg/10a(コシ)

6.圃場の準備 ①耕起

②代かき

4/4～
4/26～  (播種の3～ 1日前)

荒代,植代の2回を基本とする。

4/30～ 5/7③播種

7.施肥 (基肥)【基本】全層 (プ ロードキャスタ) ひとめ3 0kg,コシ2 0kg/10a

側条 (播種機)   ひとめ2 0kg,コシ2 0kg

・ 使用肥料はハイマップ 204(12・ 20・ 14)

0 点播と散播はすべて全層施肥

(追肥)つなぎ肥  7/10～ (必要な部分のみ)

穂1巴    7/下 ～ (生育に併せて)

8.除革剤   ①5/11(5/3ま で播種分)または5/14(5/4以 降播種分)

サンウェル 1キロ粒剤,ラジコンヘリ (福島スカイテック)

②5/23～ 25 スラッシャ1キロ粒剤 (ハイクリフーム)

5/31      ′′     (ラ ジコンヘリ)

。他に 5/25 クサ トリーエース Hジ ヤンホ
・

・試験として 5/19ミスターホームランF,5/23トッフ・力
・
ンF,5ノ25シェリフ粒.5/25ストライカー粒

播種前日落水→播種→そのまま落水→除草剤 1回 目の2～ 3日 前に入水→除

草剤 (リンウェル)散布→浅水→6月下旬から中干し→7月中旬入水

-34-

9。 水管理

ヽ
ヽ



【参考1】 点播の状況

【参考2】 日別・播種機別播種面積

【参考3】 県中農林事務所管内の苗立ち

苗立ち調査結果(平 13年 )

日和田西部
― ル

1

ヽ

t
ヽ

件

数

０

８

６

４

２

０

ｎ
Ｖ

ａ
一一 41-60   6:-80   81-100  101-120   120-

苗立ち数 (本/耐 )

ササキ点播 (ひとめ)イセキ点播 (ひとめ) イセキ点播 (コシ)

苗立ち数 株の長径cm 苗立ち数 株の長径cm 苗立ち数 株の長径om 株の短径om

253 446 24340株の計 222 478 216 484

株の平均 ５
・
６

本

12.0

cm

５
・
４

本

12.1

om

６
・
３

本

11.2

om

6.1

om

耐苗立ち数 62本/耐 63本/耐 77本/耐

ffiFdcm 29.7 om 28.8 om 27.4 om

栽植密度 11.2株/耐 12.2株 /耐11.6株 /ポ

隙間率% 60% 58% 59%

42% 41%株率% 40%

播種日 播種面積 ラジヨンヘリ イセキ条 クボタ条 ヤンマー条 イセキ点 ササキ点 ミスト散

4月 30日 479 435 44

5月 1日 192 142 50

5月 2日 102 53 49

5月 3日 421 111 83 216 11

5月 4日 510 105 240 165

5月 5日 400 43 115 146 96

5月 6日 412 52 237 123

5月 7日 41 41

計 2,557 435 497 186 620 548 219 52
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(2)各 播種機メーカーによる説明

クボタ :

前日にコバシの高速ハローを使用 して、わらと粘上の塊を粉砕 して埋め込んだ。

本体価格 200万 円、播種装置? 作業能率は50al時 間で溝付け播種。

ヤンマー :

自動覆上方式で作業能率は 10a12分 である。

価格は 6条用 220万 円、 8条用 350万 円、自動覆土装置なしの 8条用 295

万円

イセキ :

条播機は自動覆土装置付き、本体はビーグルのマイコン化。価格は 8条用 370

万円

点播機は本体は条播機に同じ。走行速度は秒速 0.7m、 価格は未設定。

ササキ :

点播機は荒代かき後、植代かき同時点播。

2) 福島県農業試験場見学

I.平成 13年度直播関連研究課題

大課題名―一中課題名―――小課題名―一実施課題名―一試験期間―――担当

大規模経営による低コスト生産技術開発試験
1高品位・安定多収・低コスト生産技術の開発

(1)直播稲作の普及・定着化のための新技術開発試験
ア無コーティング種子の安定出芽技術の開発

(ア)無コーティング種子の出芽率向上のための種子予措法の開発――――Hll～H13

(イ )無コーティング種子の出芽率向上のための播種法の開発―――――一―Hll～H13

イ直播稲の収量品質安定化技術の開発
(ア )直播稲の生育促進技術の開発

a乾田直播栽培
b湛水直播栽培

(イ )湛水直播稲の倒伏防止技術の開発

(2)会津地域の湛水直播栽培技術の安定化に関する試験
ア栄養診断技術及び効率的管理技術の確立

(ア)品種別栄養診断手法の確立
(イ )稲の生育に応じた追肥法の確立
(ウ )苗立ち数に応じた生育制御技術の確立

(イ )播種後の管理と出芽率

イ湛水直播栽培におけるSU剤抵抗性雑草防除体系の確立
(ア )会津地域におけるSU剤抵抗性雑草の分布の確認 ――――――一―――H12～H14

(イ)SU剤抵抗性雑草の防除体系の確立 H12～H14
ウシードテープを用いた無コーティング点播技術の確立

(ア)種子予措法の改善

Hll～H13
Hll～H13

Hll～H13

Hll～H13
Hll～H13

Hll～H13

H13～H15新
H13～H15新
H13～H15新

稲作
機械

稲作
稲作
稲作

会津
会津
会津

会津
会津

会津
会津
会津
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(3)浜通りに適した乾田直播栽培技術の確立
ア乾田直播における品種の草型特性と適応性

イ乾田直播における適品種の作期幅拡大
ウ乾田直播における初期生育確保による高品質・安定生産技術の確立

(ア)初期生育向上のための肥効調節型肥料の選定

{イ )肥効調節型肥料を用いた高品質安定生産のための

最適施肥量の解明
工乾田直播における生育目標及び診断技術の確立

(ア )ま なむすめの期待生育相、生育診断指標の策定

オ乾田直播における難防除雑草の除草法の開発

(ア)ノ ビエの発生密度と除草効果
(イ )イ ポクサの発生生態と除草法

aイ ポクサの発生生態
bイ ポクサの除草法

(6)直播栽培のおける病害虫の防除
ア直播栽培における初期害虫の発生実態と対策

3大区画ほ場の管理技術の確立
(2)ほ場における均平精度の経年変化調査
(3)大 区画ほ場の管理技術の開発

高度経営管理技術開発試験
1高度経営管理技術・運営システムの確立

(1)土地利用型経営体の経営管理の確立
ア水田作による麦 。大豆の導入条件の策定

解析・予報技術開発試験
1作柄解析試験

(1)水稲の作柄解析試験
イ乾田直播栽培
ウ湛水直播栽培

H13～H15新

H13～H15新

Hi3～H17新 相馬

H13～H17新 相馬

H13～H17新 相馬

H13～H15新 相馬

馬
馬

相
相

力乾田直播を利用した営農体系の組立と実証

(4)高冷地における湛水直播栽培技術の確立
ア中山間 。高冷地における適応品種拡大のための播種期前進技術  H12～ H14

イ中山間 。高冷地における直播栽培安定化のための窒素施肥法の確立 H12～H14

(5)水稲直播栽培における投入資源の最大利用率、

最小アウトプット技術の確立

ア栽培様式と土壊―作物―水系における

養分収支、養分動態比較
イ直播稲の登熟過程における窒素、炭水化物、

ケイ酸の動態と吸収窒素の玄米生産効率

H13～H15新

H13～H15新

H15～H17

Hll～H16

Hll～H16

Hll～H13

Hll～H14
H12～H14

H10～H17

Hll～H17

H13～H14  経営

相馬

相馬

相馬

冷試
冷試

病虫

病虫

学
　
学

レ
ｕ
　

　

レ
Ｌ

′

１

　

　

イ

ー

イ直播栽培におけるイネツトムシの発生予察技術の確立 ―一一――一―H11～H13

2水田用水の合理的管理技術の確立
(1)ほ場の漏水を制御する作業技術の開発
(2)用水ピークを分散するための作期の組立 Hll～H13

(3)地域における用水ピーク時の水量予測と用水計画の策定 ―一―一一―H13
稲作
土木

土木
土木

稲作
稲作

-38-

ヽ



い

‐
１

ヽ

Ⅱ.各研究課題の生育経過

【乾田直播栽培】
<課題名>①乾田直播栽培の作柄解析試験

②乾田直播稲の生育促進技術の開発

1、 目的

①乾田直播栽培における当該年次の作柄判定 と生育経過に対応 した技術対策の

基礎資料 を得る。

②乾田直播栽培における生育の促進をはかるため、早期播種および早期入水が生育促進に及ぼ
す影響について検討する。

2、 ほ場図
1ヒ

A-1(北 ) 慣行 (作柄解析試験)区
4月 26日 播種   入水 日 :6月  4日

早期播種区
4月 11日 播種 入水 日 :6月  4日

早期播種入水区
4月 11日 機種 入水 日 :5月 21日

A-1(中 )

A-1(南 )

3、 耕種概要
(1)供 試品種
(2)播種法
(3)播種 日
(4)供試種子
(5)力Ll巴量 (kg/a)

ひ とめばれ、コシヒカ リ、 (慣行区のみ はた じるし)

シー ドテープ条播、条間 :30cm、 播種深度 :3 cm、 播種量 :0.8kg/a
4月 26日 、 4月 11日                 (乾 籾 )

浸種籾 (10℃  12日 間処理 )

播種  「寺 :  N:0.4 (LP-100)  P205:1.O    K20:1.0
入水時 : N:0.4(硫安 )、 穂肥 : N:0.2(硫安 )

播種後 :サター ンバアロ乳剤
入水前 :ク リンチャーバスME剤

L

｀レ

(6)除 草剤

4、 生育の経過
①作柄解析試験

表 1 生育の経過

了瓦i高1戸ly=藉1理:肇
1嘉1響響:硼籠雇1調1甲1辱:ご

(%)
る

ひとめばれ
コシヒカリ

187

180
67.5
67.5

187

180

7  662
9  648

37.2
33.8

一
　

一
　

¨

2 生 ス ン
′

品  種  年次 成始期 程 度
(月

279
9.15     337
9.20     353
10. 2     386

2089
2095
2167

994
1105
11861998   4。 22

びどめばれ
‐
2b前

~‐
■

~お ~‐

2000   4,26
1999   4.23

2000
1999

4.26
4.23

19

17

5.

5.

5。

5,

5.

5.

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｖ

民
υ
一

０
０

０
０

０
０

●
●

●
‘

ｎ
υ

一

８

．

８

．

８

．
一

２

４

７

一

２

２

２

¨

７

．

７

．

■

１

１

２

１

１

１

１

２

１

一

350

1998   4。 22   5。

ゴジビ万 1J‐ 罰ぼ1‐

‐‐
■75~~5「

2000   4.26   5。
1999   4.23   5.
1998   4.22   5.

8.17
8,19 1
8.22  1

9.22     367
9.28     384
0. 2     405

314
9.28     307
0. 2     438
0. 8     386

2288
2256
2408

950
1:05
946

40
35

165

2387
2439
2456

964
1007
1008

325
345
275

注)倒伏程度は、倒伏 (0～4)X面積率 (%).

出芽揃は,出芽数/最大出芽数が90%を越えた日とした。
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3 と

品  種  年次 籾数  籾数  歩合 千粒重  重  重  品質
Xl %) 1～ 9)

2000

1999

1998

ひとめばれ  2001
2000

1999

1998

83.4  1 8.9

78.4  18,8

75.0  18.6

399

338

393

66

73

93

25。 5

24.5
24。 6

3.0

3.0
4.0

264
９
４

１
ｌ

ｎ
ｖ

０
０

０
●

●
０

59.9

55。 0

58.62 72

77.5  19.0
76.9  18.8
79。 9  19,1

378

351

54

60

68

268

227

238

8   59.2
7  51.6
4   46.3

3.0
2.0
6.0

493
Ｑ
●

ハ
Ｊ

●
０

“
ｔ

′
ｔ

1.3

2.8

コシヒカリ 1

2000
1999

1998

434

376

431

296

302

310

83.9

80.8

73.5

22.7

23.7

22.8

56.3

57.7

51.9

6.1

4.4

4.9

3.5

3.0
4.0

88,7

84.6

90.8

´
０

・
８

７

1

1

1

注)品質は、福島食糧事務所鑑定結果による.

②乾田直播稲の生育促進技術の開発

1

品   種  日  日  数  率

5 3

コシヒカリ 4.11 5.21 160 47.5 160    1.7   52.3  532   9, 32.1

5.

5。

ひとめばれ
コシヒカリ

4.11

4.11

167

187

62.5

72.5

5。 18

5.15

167

187

3.2   47.2  509
3.2   51.0  652

9.7
9.7

′
電

ａ
ｔ

37.3
36.4

ひとめばれ
コシヒカリ

4.26
4.26

187

180

67.5
67.5

5。 19

5.17

Ａ
Ｏ

●
０

一３

．

３

．

万
‥

Ａ
Ｕ

一●
Ｏ

ｎ
０

一６ ２

４ ８

爾

・

９

7  37.2
4  33.8

【湛水直播栽培】
<課題名>①湛水直播栽培の作柄解析試験

②湛水直播稲の生育促造技術の開発

1、 目的
①湛水直播栽培における当該年次の作柄判定と生育経過に対応した技術対策の基礎資料を得る。
②湛水直播栽培における生育の促進をはかるため、早期播種について検討する。

2、 ほ場図
」ヒ

A-2
5月 8日播種
はたじるし :ひ とめばれ

■
″ンヽ

■
″／ヽ

加温

コシヒカリ
カロ温

.ヒカ はたじるし ひとめばれ

4月 26日 播種
コシヒカリ   :  ヨシヒカリ

|     カロ温

4月 16日 播種
コシヒカリ   : コシヒカリ

加温

ヨシヒカリ
加温

ヨシヒカリ コシヒカリ
カロ温

シヒカ

3、 耕種概要
)供試品種 コシヒカリ、(作柄解析試験のみ ひとめばれ、はたじるし)

)播種方法 湛水土中直播、 条間 :30cm、 播種深度 :約 lcm、 播種量 :0.4kg/a(乾籾)

)播 種 期 5月 8日 、4月 26日 、4月 16日
)供試種子 カルバー粉衣種子 (乾籾の2倍量粉衣)

)播種後の水管理 出芽始まで落水管理
)施 肥 量 αノa)

１

２

３

４

５

６

①作柄解析試験 : 基肥 :N:
②早期播種試験 : 基肥 :N:
加温処理 28℃で48時間処理

K10:0.8   追 1巴

K20:0.8   追1巴

肥
肥

穂
穂

ｎ
ｖ

ｎ^
ｖ

ｎ
ｖ
　
ｎ
ｖ

Ｏ
■
　
Ｄ
ｌ

ｎ
ｖ

ハ
Ｖ

Ｎ
Ｈ

Ｎ
＝
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4、 生育の経過
①作柄解析試験

表 1 生 の
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表 2 生育ステージ
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②湛水直播稲の生育促進技術の開発

表 1 生育の経過       (品 種 :コ シヒカリ)

加温処 苗立
播種期 理の有  数

無  (本 /ぶ )

6月 19日 最高分げつ期 幼穂形成始期
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注)最高分げつ期の生育は、7月 9日 に調査した。
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C 平成 13年度第 2日■地検討会 (関東・ 東山地区 )

今回の現地検討会は、長野県水稲直播栽培推進大会と合同で行った。検討圃場として、

会員の播種機を供試 し、クボタの「そのまんま直播機」 (条播)、 イセキの「高性能直播

機」(条播)、 コバシの「打込み式点播機」(点播)の 3圃場を設定した。

1■饉時期

平成 13年 9月 6日 07日

2日償場所

現地視察

室内検討会

長野県駒ヶ根市下平地区  (6日 :長野県関係者・ 7日 :直播研究会員)

長野県駒ヶ根市東町  「アイ・パルいなん」

`ヽ

3日時と肉客

09月 6日  現地視察 10。 30～ 12.00
上伊那農業改良普及センターの森本係長より、「そのまんま直播機」・「高性能直播機」

・「打込み式点播機」の各国場について、生育状況等の説明があった。隣 り合わせの「そ

のまんま直播機」の回場 と「高性能直播機」の回場で葉色の違いがやや日立ったが、基盤

整備に伴 う地力の差と全層・測条の施肥法による差とのことであった。各圃場ともイヌビ

エの残草があったが、稲の収量は平年並み以上と思われるとのことであった。

山形大・古賀氏より、播種様式による出芽数・播種深度の違い・播種深度の違いによる有

効茎数の違いについて質問があり、森本係長より、出芽数や播種深度は代かき状態と、そ

の後の播種 日までの日数により差が出ること、有効茎数は飯山の例で、播種深度 5～ 15
mmの範囲で有効茎歩合は 70%で あったとの説明があった。

直播研 。宮原委員によれば、打込み式点播機の回場では、コナギ・ アメリカセンダング

サ・アゼナの残草が日立ち、特にコナギの残草量が多く、地面を覆 うほどで除草が効果的

に行われていない。コナギの雑草害は収量を30%程度低下するのではないかと思われ、

これだけの残草を生じる前に後期除草剤を使用すべきであるとの指摘があった。また、コ

ナギは薬剤抵抗性の疑いがあり、正式な検定を要する。

また、飼料用稲 (ホ ールクロップサイレージ)の栽培圃場において、打込み点播機を使

用して、カルパーのコーティング量 (無使用 0 1:1・ 標準)の試験が行われていたが、

カルパーの使用量が少なくなるにつれて播種量が多くなり、稲の生育には密播の影響が見

られて、株のなびきが多くなる傾向であった。

隣接圃場では、長野県が飼料用に育成 した「ほそおもて」が栽培されていた。

L

ヽ
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平成 13年度水稲直播栽培の状況等について

農業改良普及センター名 :上伊那農業改良普及センター

圃場の概要
打ち込み点播通常栽培

1

ヽ

地区名 :駒ケ根市 下平 担当農家等名 :松崎 恒喜

品種名 :コ シヒカリ 代かき :4月 26日 播種 :4月 27日

播種様式 :打ち込み点播 播種量 : 3kノ loa

出芽 :5月 6日確認 落水時期 :4月 27日 ～ 5月 6日 の 9日間

力〕りヽ
°一コーティンク可処理 : 4月 24日 被覆量 :2倍

○課題となった雑草等
直播長年実施圃場コナギ、
アゼナ、アメリカセンタ

゛
ンク

゛
サ多い

○除草効果、薬害等
広葉雑草問題
薬害後期除草剤使用 した

圃場でシメトリンによる生育抑制が見られたが現在生育は回復した

処 理 日 除草剤名等 10a当 た り処理量

lKg5月 8 日 キックパイ 1細粒剤

6月 1 日 スパークスター 1キロ粒剤 lKg

処理日 成分量(kノ10a) 施用法・摘要

全層施肥基肥 4月上 日 N:4P:14.2 K:12

追肥 7月 21日 K:0.6
K:

３

５
．

Ｎ

Ｎ
P:0.6

P:
飯米用
飼料稲圃場 3.3と 2.2

1 下平点播試験中間データ
下平地区打ち込み点播試験状況

4/27調査

5/25調査

7/10調 査 つ

幼穂形成期 慣行移植コシヒカリ区 7月 10日 に幼穂形成確認
打ち込み点播コシヒカリ区7月 16日 に幼穂形成確認

出穂期   慣行移植コシヒカリ区 8月 1日 に出穂期
打ち込み点播コシヒカリ区8月 8日 に出穂期

2中 間結果考察
(1)5/7調 査結果から

・畦幅 X株間は30X22.4cmであつた、1地 点当たり播種粒数は、7.2粒で、内カルバーの外れた割合は12%で あつた。
(2)5/25調 査結果から

,出芽深度は039c mで 、出芽数は1地 点当たり5,7本 、1耐 当たり出芽数が84.9本 、播種粒数から換算した出芽率が79%となった。
,適正出芽数は60～ 80本 なので84.9本 は多めであった。出芽率は70～ 8096が 目標なので79%は適正である。

(3)7/10の 調査結果から
。点播区の1株 茎数は38.9本 、耐当たり茎数は580本 、革丈は61.5omであつた、慣行区と茎数、草丈差がない.

。この時期の適正基数は耐当たり、400～ 600本 のため茎数は適正、今後有効茎歩合がどれくらいになるか調査する。
(4)生育相

,幼 穂形成期、出穂期共に慣行移植と約一週間の生育差が出た。

.名 出芽深度 1株 出芽数 r当 たり出芽 出芽率
0.89 5.7 84.97 79%

1檀

ヽ
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2クボタそのまんま直播栽培

地区名 :駒ケ根市 下平 担当農家等名 :宮澤 良広

品種名 :コ シヒカリ 代かき :5月 5日 播種 :5月 7日

播種様式 :ク ボタ
イセキ
クボタ

そのまんま直播
高精度直播機
打ち込み点播

播種量 : 3 kg/10a

出芽 :5月 14日確認 落水時期 :5月 7日 ～ 5月 12日 の 5日 間

カルハ
°―コーティンク

゛
匁り里: 4月 27日 被覆量 :2倍

課題となった雑草等

特にない
除草効果、薬害等
薬害無い

処理日 除草剤名等 10a当 た り処理量

5月 12日 キックパイ 1キロ粒剤 lKg

6月 10日 スパークスター 1キロ粒剤 lKg

処理日 成分量(kノ10a) 施用法

基肥 5月 1日 N:4P:14.2 K:12 そのまんま :全層施肥
高精度 :側条施肥
打ち込み点播 :全層施肥

追 肥 7月 28日 N:3 P:0.6 K:0.6

1下平点播試験中間データ
下平地区クボタそのまんま直播・イセキ高精度直播機試験

種 日 成熱期

そのまんま 5月 7日 18

高性能 5月 7日 18

点 播 4月 27日 17E
10 1日

2中間結果考察
(1)ν 7調査結果から

・畦幅30cmで あった詳細な調査は機械の播種機能上調査実施できなかつた。

(2)5/25調 査結果から
・出芽深度はそのまんま0.7cm、 高精度6cm、 点播0.89cmで l Πf当たり出芽数が38.7、 60、 85.2本 となつた。
・適正出芽数は60～80本なので各区適正である。

(3)7/10の 調査結果から
。そのまんま区の点播区耐当たり茎数は556本、高精度区560本、点播区580本、草文は63.57.1,61.5cmで あつた。

・この時期の適正茎数はポ当たり、400～ 6∞本のため茎数は適正、今後有効茎歩合がどれくらいになるか調査する。
(4)生育相

・幼穂形成期、出穂期共に播種時期ほどの差は無く、播種方式による差もなかった、移植とは約7日 の差が見られた。

実 施地区   1試 験区名 畦幅 播種粒数
30 11

11

30 22.3 7.2 12%

1施地区  1試験区名 出芽深度 11株出芽数 面当たり出芽数l出 芽率
0.71 38.70:

0:61 601

0.891 5,7 85.201 791

実施地区   l試 験区名 1株茎数 草 丈

556 63

560 57.1

38.9 581 61.5

-46-
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4 カルバーコーティング処理試験

地区名 :駒ケ根市 下平 担当農家等名 :堀内 修身

品種名 :コ シヒカリ 代かき :5月 3日 播種 :5月 4日

播種様式 :打ち込み点播 播種量 無処理  5
1倍   4
2倍   3

5Kg/10a
lKg
OKg

出芽 :5月 12日確認 落水時期 :5月 4日～ 5月 11日の 8日 間

カルハ
°―コーティンク

゛
処理 : 4月 27日 被覆量 :無処理 1倍  2倍

課題となった雑草等

アゼナ
除草効果、薬害等
薬害無い
広葉の効果低い

処理 日 除草剤名等 10a当 た り処理量

5月 12日 キックパイ 1キロ粒剤 lKg

6月 10日 スパークスター 1キロ粒剤 lKg

処理日 成分量(kノ10a) 施用法・摘要

基肥 5月 1日 N:4P:14.2 K:12 全層施肥

追肥 7月 25日 N:3.3P:  K 飼料稲のため硫安のみ

下平点播試験 中間データ
下平地区カルバーコーティング試験

7 10 つ

2中 間 結 果考察
(1)5/7調 査結 果から
・畦幅 30CM株 間 25c mで あつた、幡 種 量 は無 処理 5.5Kgl:1処 理 ,4.lKg,1:2処 理 3.OKgで あつた。
・は種 粒 数は 、1株 当たり無処 理 13粒 、1:1処 理 が 10粒 、1:2処 理 が 7.2粒 であった。
(2)5/25調 査 結果か ら
・出 芽深度 は無 処理 0.37c m、 1:1処 理 0.67cm、 1:2処 理 で1.lcmで 面積 当たり出芽数 は99、 77、 67本 になつた。
・適 正 出芽 数 は 60～ 80本 なので無処理 は播種量 が 多い結 果 か ら茎数過 剰 、その他 は適 正 である。
(3)7/10の 調 査 結果 か ら
・無処理 区の点幡 区耐 当たり茎数 は 680本 .1:1区 573本 、点播 区 707本 、革 丈は 6i、 59.1、 01cmで あつた。
・この時 期 の適正 茎 数 は耐 当たり、400～ 000本 のため 茎数 は無 処 理、1:2で 過 剰 、今後有 効茎 歩合の 調 査必要 .

(4)生 育相
・幼 穂形 成 期 、出穂 期共 にコーティンク

・
による差もなかつた、移植とは約 7日 の差が 見られ た

4

実 施 地 区 試 験 区 名 出 芽 深 度 出 牙 早

無 処 理 0.37 .5 91 57%
77 58%1:1処 理 0.67

下 平 地 区

1:2処 理 1.1 5_0 67 69%

t
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WCS用稲栽培の契約事項
平成 13年 7月 3日

■.生注1物価i格

① 13年度は作付面積 10a当たり15, 000円 を基準とする。

②生産物収量に合わせ価格を10a当たり、 10, 000円～15, 000円
の範囲で加味する。

③尚、②の判断は営農組合、畜産農家が収穫前に栽培圃場を巡回し栽培・管理

状況等の様子を相互に確認し決定する。

2.稲作農家

①飼料稲の栽培にあたっては、栽培指導会等に出席して技術向上に努めるとと

もに、栽培指針にもとづき誠意をもって管理し、地域の平均を下回らない生

育を確保するよう努力する。

②管理不良や病害虫の多発による明らかな減収、もしくは極端な倒伏により刈

り取り作業に支障をきたした場合は、契約単価の調整を受けても異議がない

ものとする。

③管理責任は概ね 8月 15日 頃を目途とし、落水する。これ以降は降雨があつ

ても水が滞水しないような措置を講じておく。

3.畜産農家

①別途配分された圃場の青刈り飼料稲については成熟期以前に刈り取りを終了

し、ホールクロップサイレージとして家畜に給餌する。

②刈り取り後気象その他やむを得ない理由により梱包等の作業が行えない場

合、これを圃場へ放置することなく責任を持って処分する。

4.営農組合

①地区内組合員の生産希望取りまとめを行い、生産物価格の集計を行う。

尚、代金精算等の事務は農協が行う。

5.駒ヶ根市営農センター

①関係営農組合と利用畜産農家との調整を行う。

ヽ

ヽ _
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平成 11年度成績 上伊那農業改良普及センター駒ヶ根支所

1課題設定の背景等

転作作物の作付が苦慮される中、水田の持つ機能を維持しながら、耕種農家が省力的に栽培できる飼料用青

刈り稲の試作を行い、酪農家との連携により効率的「つくる転作」のための地域システムの確立を営農組合へ提

案しその発展が求められている。

2活動の方法と内容

地区営農組合で、酪農家、水稲農家の青刈り稲への取り組みをまとめ技術、経営、機械利用実証を行う、

酪農家 試験区1-1 20頭規模 (二木)

試験区1-2 30頭規模 (櫛田)

水田農家 試験区

試験区

試験区

a(堀内)

a(宮崎)

a(松崎)

Ｏ
υ

，
０

ｒ
Э

∩
ｖ

４

ム

７
‥

，
コ

∩
ｖ

ｎ
ｖ

う
０

●
０

表-1

3 試験圃場概要

(1)試験区の位置  駒ヶ根市下平地区

(2)試験区、耕種概要 表-2
面   積 品  種 播種方法 播 種 量

試験区 1

試験区 2

試験区 3

56. 9 a
74. O a
30. O a

あきたこまち

あきたこまち

コシヒカリ

RCヘ リ

動力散布

打ち込み点播

3.5Kノ 10a

3.5Kノ 10a

2.3Kノ 10a

表-3

作業工程 表 -4

4青刈り飼料稲収量結果
(1)収量結果 9/12調 査

-49-

課題名 飼料用青刈り稲の栽培実用化試験

要 約 酪農家との機械利用体系、飼料への利用評価をおこなった結果、良質な飼料価値の自給飼料が生産で

き、機械利用体系上も酪農家の機械で効率的な運用が可能であった。

営農センターの集落営農組合の土地利用調整機能を活性化する面からも導入を進め来年度5ha位
作付がされる。

施 肥 基 肥 追肥① (月 日) 追肥② (月 日) T― N

試験区 1 N:2.4P:3.6K:2.8

BB‐284 20

N:2.7

塩安 10.7(7/16)

N:1.5

硫安 7.1(7/26)

N:6.6

試験区 3 N:3.2P:4.6K:3.3

BB-284他

N:4.2

硫安 20 (7/26)

N:7.4

時 期 作 業 内 使用機械 使用資材 費用・作業負担農家

5/上旬

7/16^V7/26

V15。 8/22…
9フア…

9/5～
9/12
9/14

5/′ 6

Ｆ
Э

ｒ
０

／

／

（
Ｕ

ｎ
ё

基肥施用、耕起

Tう
………

イ

梱包

処理

水
り

整
草

ン

調
集

ア

沢宮

崎
。
松

モニア

動力散布機
打ち込み点播機
ラジヨンヘリ
動力散布機

“デイスン∵ア……
ヘーメイク
ヘーベーフ
被覆用ビニール他

コ‐ティング種子

キックハ'イ 1キロ(粒 )

硫安他

ひも
アンモニア

-16

酪農家

ヘ

水稲農家

表-5

施 肥

き、



ｂヽ

試験区1

試験区3

74.Oa

56.9a

30.Oa

814 kg

739 kg

7旦8基豊

2 6,023.6贈

4,204.9贈

2,124.0ヒ豊____

草丈 穂長 1ぶ当たり穂数

平
"

89.2 18.1 519.1

1彬 またり 34.3

収量は換算値

(2)試験区1 収穫前調査 表-6
*収穫時期は糊熟期を過ぎて 10日 位経過していた

(3)飼料稲成分分析結果 表-7~~~~頂~面~~~T~巧
鰯河霧画酬醗砺可爾曜覇

~~画
面

「

~~面
爾下
~DCP~~TDN

同アンモニア処理(試験区3を処理|

コシヒカリ乾草(試験区3)

あきたこまち乾草(試験区1)

標準イネワラ

標準オーチャードー番出穂期

標準オーチャードー番開花期

伊那市稲ラップサイレーシ
・

27.5

9.4

8.3

12.2

16.3

15.6

56.3

21.71

26.01

20.68

32.35

33.33

37.56

31.30

9。 13

5.77

5。 11

5.35

13.02

10.55

7.80

1.75

1.58

1.48

2.05

3.35

2.61

1.70

55.54

49.98

57.73

42.87

41.94

41.94

45.90

7.79

8.62

7.68

17.43

8.36

7.35

13.30

2.92

1.85

1.64

1.40

7.77

5.92

4.20

53.99

51.06

53.41

42.80

60.1

54.62

52.60~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~蓼
扇刀π=羽面7覇頭耶爾扇積

~~~~

(4)経営試算 水稲農家収支     表-8     畜産農家収支        表-9

支 出 種苗費
肥料費
農薬費
光熱動力費
減価償却費
作業委託
カントリー料金

0支出
0

1,230

1,180

3,785

12,000

0

6,100

6,000

30,295

0

15,000

14,250

生産物代金
メllり取り
反転・乾燥
集草・梱包
運搬
ビニール被覆
アンモニアカ'ス

テ
゛
ィスクモア

ヘイメーク
ヘ1へ

~フ

2トンダンプ
1枚

ボンベ

5,100

4,060

2!465

323

184

12,000

0

61100

6,000

36,232

5,000

25,(X〕0

14,250

11,625

2,480

21540

0

323

184

19,000

1,530

6,100

6,000

38,157

18,000

25,000

14,250

5,000

4,120

4β 80

7,130

1,500

4054
10,135

収 入

ら畜産
(2)飼

TDN
粗タン
ア ン

(3)経 営

水利費
とも補償拠

支出合計

生産物販売
とも補償金
下平共助
営農センター補助

収入合計 55,875     57,2501   29,250

支出合計 361619

収入 農センター補助

5 結果及び考察
(1)栽培体系 表-4よ り
直播を基本とし除草剤1回、イネミス'防 除は発

刈 り取りか
ぎた)。

表-8、
となった、

表-9よ り の 格を5000円
24809円 /10aの

日位過

ある。

組合で決定し水稲農家で 19643円 の/10a
となる。

と営
生産
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09月 6日  室内検討会 13.30～ 17.00

1)挨拶

(1)長野県農業技術課 野口課長

本年の県全体の稲の生育状況は、極一部に早魃の被害があるが、おおむね良好に推

移 し、生育が 5日 以上早まリカン トリーの稼働は 10日 以上早まっている。長野統計

事務所の発表では作柄は、やや良となっている。

昨年は堂割れ米の発生で品質低下を招いたが、本年は田植時期を遅らせる対策と天

候に恵まれたが胴割れ米発生の低下につながることを期待している。

直播栽培面積は、本年は 170haで 前年比 25%の増で、低コス ト・省力効果の

ほかに、作期幅拡大が特に大規模農家に受け入れられたものと思われる。

2010年 の目標を1, 000haと し、一層の推進を図 りたい。

(2)水稲直播研究会 井上会長

直播研究会では年 2回の現地検討会を開催しており、本年は第 1回を福島県で行い

ました。第 2回は当地で長野県の推進大会と共催ができ、お礼申し上げます。

私どもの研究会は、直播に関わる団体・資材メーカーが会員であり、現地検討会を

通 じて、直播栽培の現場の問題点や改良点を会員が吸い上げて、直播栽培の技術の向

上につなげることや、会議出席者との交流を通 じて会員から直播栽培の実施者にプラ

スとなる情報を提供することを目的としています。

(3)駒ヶ根市農業振興課 林課長

最近の新聞情報によれば、米需要の全国平均は、年間一人当たり65kgで 、米の

価格は60kg当 たり16, 000円 と報 じられ、米を取 り巻く情勢はますます厳 し

さを増 してきている。

駒ヶ根では昭和 63年から直播に取 り組み始め、当初は地上散播・ ラジコン散播が

主体であったが、最近では打込み点播が定着している。平成 13年は 25haの 栽培

面積で、ホールクロップサイレージ稲の 栽培にも直播栽培が取 り入れ られてお り、

今後の発展を期待 している。

(4)農林水産省農産振興課 寺田課長補佐

農業キーテクノロジー事業を平成 6年から推進してきているが、本年は直播栽培の

面積が 1万 haを超えるに至った。これは各県や現場の関心の高まりも一要因となっ

てお り、今後なお一層のご努力をお願いしたい。

2)議事

(1)農林水産省農産振興課 寺田課長補佐

(内容は冒頭Aに掲載 した)

(2)長野県農業技術課 上原専技
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長野県内の水稲直播栽培の状況について

平成13年度水稲直播の実績

拿平成 12年度に比べて県全体で25.6%増加。 (上小、上伊那、
ネ上伊那では、点播方式が3年 目となり大きくの面積が増加した。ま
ネ今後は地域 (土壌条件等)に合わせた栽培指針が必要となってくる

農業技術課調べ

H13.6.20現 在

RCヘ リ19haの減少が顕
の有無が直播拡大のカギ

ヽし

く増加した.

平成12年度水稲直播の実績

*平成11年度に比べ県全体で5%増加 (下伊那・北安曇。長野がのみ減少、乾田直幡が減少が影響)

ホ乾田直播は前年並.湛水散播が26ha減少。 (条播+点播)が35ha増加.よ って、散播実績者の点播と条播への移行と、
著であり、今後は、ミストによる散播実績者(21ha)の動向と本年度実証ほ等の試行的栽培に取り組む大規模生産者の成功
を握ると分析される。

平成11年度水稲直播実績

ヽ_

地区 施
積

実
面

年
比

前
対

乾田直播

冨
晒 翻

「

~~~~~~T~~~~~~~~17'栗
:FT雨蕉1『

1 画訳膏椰 :フ爾可爾町¬刺  |

湛水直播

折哀

佐久 1.81 82.3 0.54 0,3 l.27 1.07 0.2

上 小 6.19 197.8 0.4 5.79 3.34 2.45

諏訪 0.20 #DlV/0! 0.20 0.2 0.2

上伊那 36.65 198.4 0.4 36.25 0.44 0,44 0.6 35.21

下伊那 0.65 87.8 0.65 0.2 0.2 0.45

木冒 0.26 100.0 0.26 0.26 0.26

松本 6.58 100.0 0.2 5.38 3.73 1,63 0.:5 2.6

北安曇 0.50 333.3 0.50 0.15 0.15 0.35

長野 28.00 91.8 20.5 0.5 7.50 0.4 0.4 7.1

1ヒ信 89.49 121.6 0.7 0.7 88.79 23.23 8.5 11.6 3.13 17 48.68

合計 170.33 125.6 22.74 1.5 28.66 10.7 14.28 3.68 22.34 96.59147.59

地区 施
積

実
面

前 年
対 比

乾田直播

口利曜

|

「司畷
~~~~~~下 ~~~~~~~~~1フ

顕Fl‐爾

|「 訳F薫T雨珂画爾F司国  |

湛水直播

折衷

佐 久 2.2 733.3 1.5 0.7 0.7

上 小 3.13 104.3 3.13 0.33 0.33 2.3 0.5

諏 訪 IDIV/01

上伊那 131.9 0.9 17.57 4.84 4.4 0.44 0.13 12.618.47

下伊那 0.74 37.0 0.74 0.12 0.12 0.62

木曽 0.26 lDIV/0! 0.26 0.26

松本 6.579 131.6 0.5 0.5 6.079 2.63 1.32 !。 31 0.44 3.009

0.15北安曇 0.15 46.9 0.:5 0.15

長野 30.5 98.4 28 0.l 2.5 0.l 2.4

1ヒ信 73.57 100.8 0.67 0.19 72.9 28.57 8.19 15 5.38 1.1 43.23

合計 135.599 105.4 31.57 0,79 104.029 36.64 9.51 21.31 5.82 5.39 61.999

地区 施
積

実

面

年

比

前
対

乾田直播

願:利魔

|

湛水直播

折哀

佐久 0.3 0,3

上小 1.5 1.5 0.6 0.6 0.9

諏 訪

上伊那 14 0.6 13.4 13 0.4

下伊那

木 冒

松本

北安曇 0.32 0.32 0,15 0.15 0.17

長 野 31 29

1ヒ信 73 5 1.5 71.5 45 20 25 24.5

合計 128.62 33.9 1.5 94.72 62.75 28 34,75 5.3 26.67
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平成 13年 5月 7日

農業技術課 。農事試験場

平成 13年度長野米クオリティアップ運動 直播栽培実証事業

第 1回現地検討会資料

1 湛水直播栽培の基本技術

(1)播種後の水管理
1)湛水直播では出芽の安定のため「落水出芽法」を原則とする。出芽後の入水は速や
かに行い、鳥 (ス ズメ)害回避、除草効果の安定につとめる。出芽揃い期 (出芽率50

%程度)の入水を目標とし、本葉完全展開期まで待たなくて良い。
2)出芽前の降霜は心配ないが、出芽後降霜等のおそれのある場合は速やかに湛水管理

とすることで低温害を回避する。
3)落水期間の土壌乾燥対策は走水とする。極度の乾燥、大きなひび割れによる減水深
増加、除草効果の低下が心配される場合のみ実施する。

(2)播種量 。播種法

1)湛水直播ではカルバーコーティングを原則とする。

2)出芽・苗立ち率の安定度によって決定する.播種深度の浅い (5～ 10mm)散播で

は80～ 90%の 高位安定出芽が望める。土中点播・条播等強制埋没で播種深度の深い

(10mm以上)場合はやや低め (70%程度)の設定とする。

3)倒伏を避け、安定収量品質を確保する適正苗立ち数はコシヒカリで60～ 80本 /面、

耐倒伏性の強い他品種の場合でも60～ 100本 /面である。
4)例 :乾籾2.5kg(籾 千粒重25g)で 70%の出芽とすれば70本 /面確保される。

(3)播種期

1)現行では播種後 10日 間の平均気温 13～ 15℃ となる頃が早限 (須坂では 5月 2半旬頃 )

としているが、落水出芽によって、さらに低い温度域で出芽確保が可能と考えられる

(試験中)。 ただし、昨年の県下の成績か ら10℃程度の低温では出芽が安定しないこ

とが判明した。

2)播種晩限はコシヒカリ級熟期の品種で 5月 末である (須坂 )。

(4)除草剤対応

1)ノ ビエの葉齢の観察が必須条件。ヒエ剤の適応葉齢を確認する。

除草剤名 散布量/10a ヒエ剤名 適応葉齢 イネ安全葉齢

サンウエル1キロ粒剤 1.Okg エト'へ'ンサ'ニ ト' 2葉 0.5～ 1葉
キックハ'イ

1キロ粒剤 1.Okg rl.'\')f':l' 2葉 0.5～ 1葉
プロスハ・-1キロ粒剤 1.Okg ヒ

°
リミノハ'ッ クメチル 3葉 1葉

リホ
・ルハ'-1キロ粒剤 1.Okg シハロホッフ

°
フ
・
チル 3葉 1.5葉

クリンチャー1キロ半立:斉11 0

5

kg
kg

シハロホッフ
・フ'チル 3葉

4葉
マメットSMIキロ米立ヂ申1 1.Okg モリネート 3.5葉 3～ 4葉
クルチャー乳剤 100ml シハロホッフ

・フ'チル 5葉
クリンチャー・ハ'ス液剤 1000ml シハロホッフ

°
フ・チル 5葉 4葉

2)出芽後湛水管理に切り替え、減水深が落ち着いたところで散布する。
3)農薬登録のないものは使用しない (新規剤は試験対応を必ず行う).
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(5)病害虫防除

1)特 に、中山間地域ではイネミス
・ゾウムシの食害に留意する。発止したら直ちに水面施薬剤

で防除する。予防防除として、アドマイヤー水和剤のコーティング混和処理を行う。

2 各種湛水直播様式の留意事項

(1)打 ち込み式代かき同時土中点播栽培技術 (シ ョットガン直播)

1)地域に適合した施肥法の確立について

耐倒伏性から移植並の施肥が可能と考えられるが、初年目の取り組みの場合全窒素

施用量は移植の10～ 20%減肥を目安とする。

現地において基肥量を移植並～20%減肥、または、緩効性肥料の全量基肥栽培の検

討が必要である。

2)播種時の土壌硬度と荒代かき～播種までの期間について

昨年、駒ヶ根の 1ヘクタール大区画ほ場において播種時の代かき水量が少なく、播種開始

と播種終了時の代かき (播種)条件が異なり支障を来した。砂質土壌では代かき水量

をやや多く (1～ 2 cm)し た方が無難と考えられる。30ア ール区画程度で壌土以上の細

粒土の場合は従来どおりひたひた水 (0～ l cm)でよい。

また、砂質土壌では荒代かきから播種までの期間をなるべく短く (当 日2回がけも

考慮)し た方が播種精度が優る。細粒土の場合も中 2～ 3日 以上は避けたい。荒代か

ら播種までの間の落水は避ける。

3)播種時の土壌硬度と打ち込み強度の関係

播種時の代かき直後にゴルフボールを土壌表面に静置し、直径の70%程度沈下す

れば500rpmで 10mm程度の播種深度、50%程度沈下すれば1000rpmで 10mm程度の播種深度

となる (九州農試 。1999)。

4)落水出芽の徹底

播種深度のばらつきと深播によって点播は散播よリー般的に10～ 20%程度出芽劣る

傾向がある。出芽始めまでは落水を徹底、極度の乾燥、亀裂には走水で対応。

5)作業速度の厳守 (播種量・栽植様式の安定化 )

播種量 (播種間隔)は速度感応ではない。播種間隔は20cm、 一点播種粒数は 5～ 7

粒で2.5～ 3.Okg/10aの 播種量となる。 (70～ 80%の 出芽率で80本 /面前後の苗立ち

が得られる)

6)機械の耐久性について

県内では飯山地域以外は大規模面積での実証例がない。コーティング種子繰 り出し

ロールの播種量調整ブラシの摩耗により播種量が増加する。 1機当たり 5ヘクタール程度

連続使用で播種量を確認する。播種量が増加していた場合はプラシ交換を行う。

(2)条播

1)そ のまんま直播 (側条施肥改良機):覆土板の機構を改良したため、作業開始前に

十分に覆土深を確認する。また、土壌硬度をゴルフポール貫入深で判定する。

3乾田直播について

1)漏水対策を必ず実施する。畦畔からの水漏れが圧倒的に多いので、畔塗り機で補修

する。

2)水利が自由な地域では、出芽揃い期入水とする。このことにより除草体系は湛水直

播に準じた体系が可能となる。また、出芽直後のスズメ害回避にも有効である。
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(3)長野県農事試験場 酒井研究員

長野県の直播栽培 における今後の課題 につ いて

はじめに、打ち込み式代かき同時土中点播栽培や新機種を用いた条播栽培の普及によっ
て念願のコシヒカリ栽培が可能となった。しかし、完全には安定栽培の域には達していな
く、地域ごとに問題点もある。これらの問題点を上げて今後の課題解決にあたりたい。

1 直接様式と課題
(1)点播 :打ち込み式代かき同時土中点播

1)播種深度のばらつき :

○播種機の機構上播種深度のばらつきに対する精度向上は困難である (図 1, 2).

頻

度

～2 -6 -0 ～
'1 -i4 

～17

薔口潔魔ロ

図 l Rいり散播の播種深度分布
注)1998年、飯山市

図 2 代かき同時土中点播の
播種深度分布

注)1998年 、飯山市

図4 代かき硬度と打ち込み深度の関係
注)モデル図、九州晨試,999年より作成

ヽし

○ ばらつきの主原因は打ち込みデイスクの過度の加速とカルパーコーティングの

不備である (図 3)。

○「ばらつき」はむしろ、耐倒伏性の強化につながる。播種深度が浅い個体と深い個
体がこ混在するため、平均播種深度が浅くても耐倒伏性の低下は少ない.(九州農
試、成果情報、2000年 )

2)播種後の適正落水期の策定 :

○播種深度が散播に比べ深く、ばらつきもあるため従来の落水期間よりやや長めの

対応が必要と考える。
○土中の出芽速度は温度依存であり、均―な播種深度であれば出芽揃いも均一とり、

入水の時期も明瞭であるが、本播種法は不均一となり入水時機を逸する例がある。
基本的にはカルバーの剥離を極力抑えることで対応するが、散播や条播とは異なっ
:た入水時期の策定が必要である。

3)適正土壊硬度の目安作成
○土壌系統ごとに荒代かき～代かき播種までの期間や播種時の適正入水量が異なり、

県下統一の指針が作成できていない。

○代かき直後にゴルフボールを静置する簡易
判定法が考案されている (図 4、 九州農
試、1999年).適用土壊は灰色低地土、埴
土とされるが、本県においても黒ボク土
を主に検討が必要である。

lβ     lノ2     ″3

ゴルフホ・■沈下程度
0     750    1500
打ち込みディスク回転数 "m

図3 コーティング法別破損率
注)代かき同時土中点播、:998飯山市
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4)機械・機構的にみた播種深度・播種量の安定化対策 :

播種量制限のための 2段ブラシの開発 (九州農試、1999年 )、 新型打ち込みディス
クの検討 (九州農試、試験中、2001年 )

5)播種機の高速化 :高速ロータリの開発 (生研機構、2000年 )。 水田ハローヘの応用
ができないか。

6)播種機の軽量化 :軽量化した簡易ハローに播種機を搭載し水田ビークルや田植機装
着タイプの検討 (九州農試、開発中、1998年)

7)施肥機構の付与 :打ち込み同時施肥機構を開発中である(九州農試、2001年 )

(2)条播 (側条施肥田植機改良型 :そのまんま直播)

1)適正土壊硬度の目安作成 :

○機械導入当初は、ようかん状に固めた硬い代
で播種し、播種溝を明瞭に付け、その後は湛水
出芽で播種溝の崩落をねらい覆土・播種深度確
保を行っていた。湛水出芽が出芽不安定要因と
なった。
○落水出芽の導入で、出芽は安定化

2)苗立ちの不安定要因の徹底解明
○播種深度の不安定要因の解明が必要.圃場の
凹凸、播種後水管理の不徹底、播種機械の目づ
まりなど複合要因が絡むと考えられる (図 5).

3)機械開発の継続性について
○中山間小規模経営にとって、大きな投資が不

要で小区画水田向き軽作業機は今後も必要性が
高いと考えられる。

02条程度の歩行型機械の開発も視野に入れて、
継続研究が必要と考える。

図 5 そのまんま直播の出芽
注)1998～ 2000年 、県下各地

落水出芽法を採用

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

２ｏ

出
芽
率
　
％

10      20

播種深度

30

mm

40

(3)条播 (高精度条播機)

○播種精度高く播種深度は安定化する (図 6)。

変動係数c.v30%以下の事例がある
(1999年、飯山市)。

○現在まで、本県では実演・実証が 2～ 3 haが

最高の稼働面積である。大規模経営体に導入
機運があることから、機械の耐用面から大規
模な実証試験を行う必要がある。

○限界高速播種作業の精度検討 播口深度 田

図 6 高精度条播機の播種深度分布
注)2001年、飯山市

(4)条播共通課題
1)適正な播種後の落水期間 :

○砂壌土などで過度の落水出芽を行うと、播種溝痕に沿って大きな亀裂を生じ種子が
土中深く落ち込む現象が見られる (駒ヶ根市、2000年 )。

○落水期間の土壌乾燥対策は走水とする。播種直後に排水溝を設置して、灌排水両方
に用いる。

○極度の乾燥、大きなひび割れによる減水深増加、除草効果の低下が心配される場合
のみ中途入水を実施する。

○播種後落水期間中の土壌乾燥程度を指針化する必要がある (土壌別に亀裂の幅な
どで表示)。

(4)散播 :動散その他利用
1)手軽に特殊な機械装備を要しない方式であるので、中山間地域や高齢者主体に啓蒙

を継続する。
(5)散播 :RCヘ リ利用

1)飯 山地域を中心に高度なノウハウがあり、作業一環体系が確立している。産業用無

^‐ 11   ～14  ～17  ～20
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人ヘリコプタの有効利用の面から、野菜作地帯など機体の既保有団体を中心に導入
を推進したい。この場合、コシヒカリ栽培は前提としない。

2 直播の播種限界標高 0気温について
1)落水期間中の降霜害回避 :出芽前の降
霜は心配ないが、出芽直後降霜等のおそ
れのある場合は速やかに湛水管理とする
ことで低温害を回避する。

2)落水出芽の適応最低温度の解明
現在まで、播種後 10日 間の平均気温 13～

15℃ となる頃が早限 (須坂では 5月 2半
旬頃)と しているが、落水出芽によって、
1℃程度低い温度域で出芽確保が可能と
考えられる (試験中、図 7)。

3)播 種晩限はコシヒカリ級熟期の品種で
5月 末 (須坂市、標高350m)であるが、
5月 中旬で播種を終了している。作業分
散から播種期間を延長したい。

図7 クサネムの防除効果
注):999年、飯山市、湛水直播

1(Ю

5      7      9     11     13     15     17

播籠後 7日 間の平均気温

図 7 落水出芽における播種後の気温
と出芽率の関係
注):999年 、県下各地現地試験

図8 イボクサの防除効果
注)1999年、飯山市、乾田直播
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3 コシヒカリの直播栽培における施肥法
1)施肥法が未確立、例)代かき同時土中点播の場合、散播直播並の施肥量から取り組み、
2～ 3年経過で移植並～移植対比 10%減とする方式がとられる。限界施肥量 (植並
の施肥)を検討する必要がある

2)全量基肥栽培の導入 :試験では直播専用全量基肥肥料の有効性が実証されているが、
面積がまとまらないため商品開発が若干立ち後れている感がある。

4 雑草防除問題
1)登録薬剤の絶対数が不足 :選択肢が少ない (表 1)。

2)初期の落水などにより水もちが低下し、除草剤の効果が発揮されていない事例があ
る。このため、播種後入水時にサンウエル・キックバイ 1キロ粒剤+中期 (1回 目
の除草剤散布後10～ 14日 )にザークD。 スパークスター 1キロ粒剤 (最近はプロス
パー 1キロ粒剤)の体系が多い。適正な管理を行えば 1回処理で防除が可能である。

3)除草体系がSU剤 (スルフォニルウレア系)へ特化しており、抵抗性雑草の発生
も懸念される。本県では現在まで抵抗性雑草は未確認である。

4)落水処理の期間延長による特殊雑草の増加
○イボクサ、セイタカタウコギ (ア メリカセンダングサ)、 クサネムが増加。これら

は半湿性植物なので水中では発芽しない。イボクサ、クサネムにグラスショー ト液
剤 (散布成分量は畦畔での使用より少ない)の散布が有効であることが判明 (図 7、

8)。 農薬登録に向けて働きかけたい。
4)畦畔侵入型イネ科雑草の増加
○アシカキ、エゾノサヤヌカグサの増加。散播栽培など手取り除草ができない播種様

式、畦畔の管理が不十分。エゾノサヤヌカグサには 2～ 4葉期にバサグラン液剤で

防除効果が高いが、アシカキはエゾノサヤヌカグサの近縁種ながら本田での適用除
草剤はない。

風
乾
重

g
/
m

グラル1-ト   クリ″ャーだス  無処理 ゲうル1‐ト   タリン角―ハ・ス   無処理
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表 1 長野県における (湛水)直播用除草剤防除基準掲載分一覧

注)出芽後湛水管理に切 り替え、減水深が落ち着いたところで散布する。
農薬登録のないものは使用しない (新規剤は試験対応を必ず行う)。

☆は RCヘリ散布可能、★は RCヘリ散布登録試験中

病害虫防除
1)特 に、中山間地域ではイネミズゾウムシの食害が発生する。発止したら直ちに水面
施薬剤で防除する。予防防除として、ア ドマイヤー水和剤のコーティング混和処理
を行う。

2)直播水稲の生育ステージとイネミズゾウムシ被害の関係の解明が必要である。
鳥害
1)鳥害は面積集積と入水・落水で耕種的な防除が可能か
2)新たな化学的忌避剤の開発 (ス ミチオン乳剤の浸漬処理、農業研究所、2000年 )

`ヽ 6

t

余草剤名 散布量/10a ヒ エ イネ安全葉齢
トンウエル1キロ粒剤  ☆ 1.Okg エ ヘ 2: :ま で 0.5～ 1葉以上

ハ
' 1.Okg エト

・へ・ンサ
・ニト' 2: :ま で 0.5～ 1葉以上

1.Okg ヒ
°
リミノタヽ

°
ックメチ. 3 :ま で 1葉以上

ホ
・
ルハ
・-1キロ粒剤 1.Okg 3: :ま で 1.5葉以上

クリンチャー1キロ粒剤 ★ 1.Okg
l.5k意

シハロホッフ
°
フ'チル 3:

4,
で
で

ま
ま

マ 1.Okg 3 :まで 3～ 4葉以上

'リ

ンチャー平七弾‖ 100ml 5, こまで

'リ

ンチャー ・ハ'スЙ更姜‖ 1000ml 5: |ま で 4葉以上
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範疑嬢
(1)現場からの話題提供

駒ヶ根市下平地区営農組合長・ 土地改良区理事・堀内氏 :

この地区は大区画・低コス トを目標に、水田の回場整備の取 り組みを昭和 43年
から開始 し、 14年間にわたり行ってきた。その間に天竜川その他 3本の河川の汚

染がひどくなり、駒ヶ根に末端汚水処理場の設置が決まり再圃場整備事業を行って、

その敷地を確保 した。その過程で 21世紀モデル事業を導入 し、 lhaの大区画圃

場とした。その間に集落営農の視察を行い、平成 9年 10月 に農林水産省に集落営

農 (オペレーターー人が 5ha)の 申請をした。土地整備後の土壌条件では転作に

は不向きの圃場であったが、転作対応に直播の導入を試み、打込み式点播機の借用

が出来たことも手伝って直播栽培が定着してきた。

10a当た り費用は、直播が種子粉衣資材が 5, 200円・作業料が4, 000
円で、移植は苗代が 1箱 770円 で 10a当たり22箱で 16, 940円 となり、

除草剤の経費も含めてコス ト低減のために直播を導入 しており、今後の農家の高齢

化も考慮 して増加を図りたい。

北信農業改良普及センター飯山支所・ 中沢主任 :

無人ヘ リ4機、 8条 と10条の点播機を使用 しており、来年は高性能播種機も導

入 して 100haを 目標に推進する。

「飯山市旭町耕作組合 (高橋組合長)での取 り組み」事例

○ 当地区では平成 4年から直播栽培が実施されている。

○耕作者組合が組織され、耕起、代かき、コンバインによる収穫作業の多くは組合で受

託 している。平成 10年度か ら土中点播 も耕作組合で請け負っている.

○代かき同時土中点播栽培は平成 9年 に試験的に実施された。耐倒伏性が高く、コシヒ

カ リでの安定直播栽培の可能性が確認された。

○平成 10年 度は小橋工業の協力を得る中で、播種機を借 り、約1lhaで 代かき同時土中点

播 を実施 した.翌年には耕作組合により全国的にも珍 しい10条播種機が導入され、以降

平成 11年 度は約 16ha(一部あきたこまち)、 平成 12年度は約 19ha(一部あきたこまち )、

平成 13年度は面積約27ha(一 部あきたこまち)、 栽培者は50戸 (耕作組合を含む)で実

施されている。

○播種機導入後 も、各メーカーより配慮をいただき 2台体制で播種作業を実施 している。

○平成 10年 度は 8条播の機械で行い、作業時間は約 60分/30aで あつた。このため

一 日の作業は移動時間等を含めると 8枚 (240a)程 度であった。 11年 度には 10条播

機が導入され、作業時間は 45分/30a程 度に短縮され、 9枚 (270a)が 前年度

よ り早い時期に終了できた。播種作業は概ね 7日 間で終了している.

、ヽ_

_ヽ
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○土中点播では、
・播種専用に トラクターとオペレーターを確保する必要がある .

・播種量にばらつきが大きい (播 種量の調整は繰 り出 し調整のみ).車 速が早くなる

と少なくな り、不成形、小区画水田では多くなる傾向がある (重 複部分の増加 )。

・作業速度は早めになる傾向があり、株間が広 くなりすぎた り、長相円形とな り株間
がハ ッキ リしなくなることもある。

・小区画水田での作業困難 (10条 のため)。

・部品の消耗が早くメンテナンスに手間がかかる (播種量に影響する)。

・作業速度は無人ヘリに比べ遅いため、今後面積が拡大すると播種期間が延長 し、管
理指導が難 しくなる。また、播種が早い農家と遅い農家 との不公平感が生じる。

・土壊条件は無人ヘ リほど気にしなくて良い (ゴ ミや雑草を上中に埋めてくれる。ま

た、播種時の土壊硬度は適正にな りやすい)。

し播種深度が 10m程 度あるので、倒伏軽減が期待できる。
。ほぼ移植 と同程度の株形状が確保される。過剰分げつが抑制され、受光体制が改善
し、倒伏軽減、品質向上につながる.

○今後の展望、要望等
・土中点播を中心に直播栽培面積は更に拡大すると思われる。
・無人ヘリの有効活用を図るため、除草剤の散布登録の促進が望まれる。
・低コス トでコーティングできる資材や方法の検討 .

○栽培者はアスパラガスや菌茸との複合経営と高齢者、兼業農家である。このうちアス
パラガスとの複合経営では、水稲の育苗、田植えの時期にアスパラガスの収穫調整作業
が最盛期となる。直播栽培をすることでアスパラガスヘ労力を集中できることになった。

m婦颯職饉購
下平地区営農組合長・堀内氏 :

8条の打込み式同時点播機を使用 しているが、播種の作業速度を早くして欲 しい。

飯山市旭町耕作組合・ 高橋氏 :

メーカーヘの要望

*降雨の時にも作業に支障の無いようにして欲 しい。

*プラシの摩耗が激 しいので強化して欲しい。

*作業速度アップ

*打込みデスクの強化

*10条 用の軽量化

JA上伊那駒ヶ根支所 :

*播種粒数調整の簡便化、株間と連動して播種粒数を調整できないか ?

*乗ったままで播種条数の調整が出来ないか ?

大町市社・鷹巣氏 :

*カモ害で一時止めていたが、今年から打込み同時点播機で開始 したが、 うまくい

つている。直播を増や して作業受託を増加することを考えている。
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サン機工・木室氏 :

指摘された事項は、全てとはいかないが来年にはおおよそ改良できると考えてい

る。価格のアップにつながることもあるので、オプションとしての対応も考えたい。
コパシエ業・難波氏 :

作業速度は時速 2.3kmで 、ロールの回転速度のアップでスピードアップが可

能。 2～ 2.5kmの 車速の高速ロータリを開発しており、これに播種機を対応さ

せる。本体415,000円 +5万円、耕転幅 2,4m。
直播研・岡村委員 :

現在販売されている播種機は、標準のコーティングをした種子の使用を対象とし

ているので、正確なコーティング作業を行って欲しい。

また、各播種機には、それぞれに適した播種法がある。高性能播種機は上のかぶ

りが問題であるが、スピードをあげて走ることが覆上の状態を良くする。点播機は

速く走ると楕円形となり、ゆつくり走ると点播になる。

コーティングは、昨年から現場には入って指導しているので問題はないと思う。

○条播機 (そのまんま条播機・ 高性能播種機)

長門町アグリカルチャー・山口氏 :

10年前に直播を開始 した。当初はミス ト機で散播を行っていたが、倒伏と鳥害

があり、播種深度の確保をねらって、現在は田植機改良の 6条条播機で行つている。

上伊那農業改良普及センター駒ヶ根支所・倉田氏 :

高性能播種機は作業スピー ドが早いので熟練する必要がある。

北信農業改良普及センター飯山支所・中沢氏 :

高性能播種機で 8haを実施している。覆上のうまくいかないところはスズメの

害が見られた。溝切 り機で土が盛り上がった部分に雑草が発生した。

長野クボタ・竹内氏 :

そのまんま直播機は、田植機の後ろに直播機をセットしたもので、 3年ほど実証

圃で経験している。後輪が上がったときの浮き苗が発生、覆土坂の損傷による覆土

の不具合の発生等が見られるが、回場の耕盤の安定が重要である。

長野イセキ・平澤氏 :

水田管理ビーグルに播種機をセットしたもので、緊プロで開発したものである。

自動可変の覆土板が付いているが、代かきの具合によつて覆上がうまくいかないこ

とがある。

○散播について

上山田町・渡島氏 :

リンゴ・ ブ ドウの果樹農家であるが、田植時期と果樹の作業が重なるので、本年

から直播に取 り組んでいる。キヌヒカリを使用 しているが倒伏が始まつている。ク

ボタのそのまんま播種機が小規模圃場に適すると思って使用 している。播種時期は

信濃川の取水制限が有 り、 6月 1日 から取水可能である。
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三郷村・布山氏 :

老人・婦人でも直播栽培が出来る方式として、散播機による散播を取 り入れた。

播種後 1週間前後落水したままで、霜が予測されるときは走り水とする。本葉 2枚

から夜干しを4～ 5回繰 り返す。中千しは特別にはしない。 6月 10日 頃から間断

潅水とする。水管理は落水日に板を置いて調節 している。

直播研・鷲尾委員 :

播種様式では点播が増加 しているが、色々の要望があった。打込み式点播機は作

業スピー ドは遅いが、 ,情円形の中に607粒 の種子が落ち、出芽は良好である。

条播機は覆土をうまくやる必要がある。散播は播種能率が良い。有人 。無人のヘ リ

は面積を集積 しないとコス ト高となる。散播は土中に種子が入 り難いといわれるが、

田面の均平を良くし、表面の上壌を硬くし過ぎないようにして表面水をヒタヒタ程

度に少なくして播けば土中に播種することが出来る。種子が表面にでていなければ

鳥害は防げる。

現在市販されている播種機は、改善点は残っているが精度は良くなつているので、

使用する水田の状況に合わせて機種を選び、その機種の特徴を活かして使用するこ

とが望まれる。

糎 艶以陰

クミアイ化学・吉田氏 :

グラスショー ト剤は畦畔雑草用に開発したもので有効成分は 3%である。有効成

分を2%に したものはノミニーでクサネムにも有効であることが判明し、現在登録

拡大のため試験中である。

直播研・宮原委員 :

現地回場の状況を見ると、ヒエの残草が多いが、来年・再来年が問題となる。

クサネムとアメリカセンダングサが目立つが、前者は米の品質を落とし、後者は

コンパイン収穫の支障となる。その他コナギの日立つ圃場があり30%以 上の減収

につながると見られる。また、50%以上スルホニルウレア剤抵抗性の疑いがあり、

県では確認 していないとのことであるが、早急に検定を要する。現在、スルホニル

ウレア剤抵抗性雑草が出現 したときに、登録除草剤では防除は難 しい。 しかし、薬

剤の使用法をよく考えてやれば対応が可能である。ウルフエースの適用が可能であ

り、マメットSM剤 も場所によっては使用可能である。

この後、諏訪農業改良普及センター・店橋氏、松本地方事務所農政課・細田氏、長野農業

改良普及センター 。清水氏、佐久地方事務所農政課 0島川氏等から、それぞれの地域の展

示圃の状況の説明があった。

訪数墓蛯
直播研・井上会長 :

現地検討会のねらいの一つである会員メーカーの開発側と使用する農家側 との意見

交換が出来、すぐに役立つものもあったが、検討中のものや今後の検討を要するもの

もあった。会員各位には今後の一層の努力をお願いしたい。
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また、播種機や雑草防除に関する技術上の問題の討議が主体であったが、直播導入

の目的 0メ リットについての討議も必要である。飯山でのアスパラガス栽培や上山田

の果樹栽培等の話があったが、余裕のでた労力を如何に活用するか問題で、収入増に

つなげることが重要である。

最終的に直播導入が良かったと言えるよう私どもも現地検討会やその他の交流を通

して各地の直播栽培を支援 していきたい。

長野県農業技術課・萩原課長補佐 :

県の直播栽培指針は、平成 12年作成版を改訂 して平成 13年冬に発行する予定で

ある。機械導入の支援については、国庫補助事業の対象になるものとならないものが

あるが、県単事業でも支援する方向で検討していきたい。

09月 7日  会員の現地視察 9.00～ 12.00
9月 6日 午前中の長野県直播推進大会と同じ要領で、会員の現地視察を行った。

-64-

ヽ



ヽ

ヽ

水稲 直播研 究会 事務局
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